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67,557人（67,408人）  ９月１日現在の住民基本台帳による人口
（　　）内は８月１日現在の統計

男 32,942人（32,849人） 世帯数 28,372世帯
女 34,615人（34,559人） （28,254 世帯）
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暮らしに役立つ

税 情報

　

９
月
30
日（
金
）は
、
市
税
と
介
護
保

険
料（
普
通
徴
収
分
）の
第
４
期
の
納
期

限
で
す
。

　

７
月
中
旬
に
、
第
２
期
か
ら
第
８
期

分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
第
４
期
分
の
納
付
書
を

お
確
か
め
の
う
え
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
書
を
紛
失
し
た
方
は
、

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
税
の
納
付
方
法
に
は
、
自
主
納
税

の
ほ
か
に
便
利
な
口
座
振
替
や
各
地
域

の
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納
付
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉市
税
務
課
納
税
管
理
係

今
月
の
税
金
の
お
知
ら
せ

　木曜日は午後４時～６時、金曜日は午前10時～正午、進路

相談のカウンセラーが『サテライトスポットむつ』（勤労青少年

ホーム内）に常駐しています。就職ミニセミナーやカウンセリン

グを行ないますので、ぜひご利用ください！

　　例えば…

 ・求人情報の集め方を知りたい

 ・履歴書、職務経歴書の書き方を知りたい

 ・何から始めていいのかわからない

 ・好きなことを仕事にしたい

ジョブカフェあおもり
サテライトスポットむつ

セミナー・カウンセリングは毎週木・金曜日になりました。

〈10月の予定〉

6日、7日、13日、14日、20日、21日、27日、28日

〈詳しくは〉青森県若年者就職支援センター �017-731-1311

不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
の
制
度
に
つ
い
て

　

不
動
産
取
得
税
と
は
、家
屋
を
新
築・

増
改
築
に
よ
り
取
得
し
た
と
き
、
ま
た

は
土
地
や
家
屋
を
売
買
・
交
換
・
贈
与

な
ど
で
取
得
し
た
と
き
に
一
度
だ
け
課

税
さ
れ
、
そ
の
取
得
者
に
納
め
て
い
た

だ
く
県
の
税
金
で
す
。

※
相
続
に
よ
る
取
得
な
ど
に
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。

【
不
動
産
の
価
格
と
は
】

　

課
税
標
準
額
と
な
る
不
動
産
の
価

格
は
、
買
入
れ
価
格
や
建
築
工
事
費

な
ど
の
価
格
で
は
な
く
、
原
則
と
し

て
不
動
産
を
取
得
し
た
と
き
の
市
町

村
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
価
格
で
す
。
な
お
、
宅
地

を
平
成
17
年
12
月
31
日
ま
で
に
取
得

し
た
場
合
に
は
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
の
１
／
２

が
課
税
標
準
額
に
な
り
ま
す
。

【
納
め
る
方
法
は
】

　

県
税
事
務
所
か
ら
、
税
額
・
納
期

限
な
ど
を
記
載
し
た
『
不
動
産
取
得

税
納
税
通
知
書
』が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
納

期
限
ま
で
に
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機

関
・
郵
便
局
ま
た
は
県
税
事
務
所
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉む
つ
県
税
事
務
所
課
税
課

【税額の計算方法】

・平成15年３月31日までの取得

不動産の価格（課税標準額）×税率（住宅・３％、住宅以外の不動産・４％）

・平成15年４月１日から平成18年３月31日までの取得

不動産の価格（課税標準額）×税率（全ての不動産・３％）

〈
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は
〉
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２
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８

年
度
の
中
途
で
転
入
に
よ
り

国
保
税
が
課
税
さ
れ
る
の
は
…

　

９
月
１
日
に
青
森
市
か
ら
む
つ
市
に

引
っ
越
し
て
き
た
、
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
Ａ
さ
ん
は
、
9
月
か
ら
は
む
つ

市
に
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
所
得
に
応
じ
て
課
税
さ

れ
る
所
得
割
の
ほ
か
に
、
全
て
の
国
保

加
入
世
帯
が
支
払
う
平
等
割 

（
む
つ
市
で

は
３
万
１
千
６
０
０
円
）、
世
帯
内
の
国
保

加
入
人
数
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る
均
等

割
（
む
つ
市
で
は
１
万
９
千
９
０
０
円
）の
３
つ

か
ら
税
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

転
入
さ
れ
た
方
の
所
得
は
す
ぐ
に
は

把
握
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
平
等
割

と
均
等
割
に
つ
い
て
課
税
す
る
と
と
も

に
、
青
森
市
へ
所
得
照
会
し
、
所
得
が

判
明
次
第
、
所
得
割
等
に
係
る
部
分
も

課
税
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉市
税
務
課
市
民
税
係

軽
自
動
車
の
廃
車
手
続
き
は
忘
れ
ず
に
！

　

使
用
し
て
い
な
い
軽
自
動
車（
原
付
自
転

車
、
自
動
二
輪
、
軽
自
動
車
等
）で
も
、
廃
車

届
を
提
出
し
な
い
と
来
年
度
の
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。（
毎

年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。）

　

廃
車
の
手
続
き
は
、
市
役
所
税
務

課
や
軽
自
動
車
協
会
等
で
で
き
ま
す
の

で
、
印
鑑
と
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
持

参
し
て
手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失

し
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
は
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉市
税
務
課
市
民
税
係

未
登
記
家
屋
に
係
る
所
有
者
変
更
の

お
届
け
は
忘
れ
ず
に
！

〈
詳
し
く
は
〉市
税
務
課
固
定
資
産
税
係
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不用品登録活用銀行
市消費者の会では、物を大切に使おうと、不用品のあっせんをしています。お気軽にご連絡ください。なお、有償での取り引きはご遠慮ください。

ゆずります ゆずってください

電子レンジ、学習机用イス（２つ・子ども用・木製）

背広（数点・165～166㎝・小太り）

ガスレンジ、カメラ、ベースギター

パソコンまたはワープロ　　　　　

〈詳しくは〉 むつ市消費者の会事務局（市商工観光課内）�22-1111内線 543

家族介護教室
　市では高齢者を自宅で介護している家族や、援助者、介護

方法を知りたい方を対象に、介護教室を開催します。詳しくは、

各教室にお問い合わせください。

い　　　つ
問　合　先

ど　こ　で

10月６日（木）・10:00～12:00 延寿園在宅介護支援センター

蝦名・�34-4477大 畑 町 兎 沢 町 内 会 館

10月９日（日）・10:00～14:00 在宅介護支援センターかわうち

田澤・�31-2555地域交流センターせせらぎ

110月12日（水）・10:00～12:00 ー恵光園在宅介護支援センター

村田・� 68126-268金金谷沢旧小学校職員住宅

10月月17日（月）・10:00～12:00 ンター延寿園在宅介護支援セン

蝦名・�34-447734大畑町二町二枚橋地区公民館

10月19日（水）（水）・10:00～12:00 介護支援センター恵光園在宅介護支

村田・村 �26-2681奥 内 集 会会 所

転倒予防教室
　市では高齢で心身機能が低下している方や、閉じこもりがちな虚弱高

齢者の方が心身の機能を維持し、寝たきりや認知症にならないように、

転倒予防教室を開催します。詳しくは、各教室にお問い合わせください。

い　　　つ
問　合　先

ど　こ　で

10月１日（土）・13:30～15:30 みちのく在宅介護支援センター

小山内・�23-7070大曲コミュニティセンター

10月13日（木）・13:00～15:00 村中在宅介護支援センター

高畑／石田・�33-8020海老川コミュニティセンター

110月14日（金）・10:00～12:00 木在宅介護支援センター桜木

住吉・� 0024-260福福 寿 荘（ 川 守 町 ）

10月月20日（木）・10:00～12:00 援センターアイリスケアセンターむつ在宅介護支援セ

品木・��45-15314ア イ リリ ス ケ ア セ ン タ ー

10月28日（金）（金）・18:00～ 20:00 こいの里在宅介護支援センター脇野沢高齢者福祉施設いこいの

田中・�44-2690脇野沢高齢者福祉施設い施設いこいの里

　

10
月
１
日
付
け
で
国
民
健
康
保
険
の

『
保
険
証
』が
更
新
と
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
各
庁
舎
か
ら
９

月
20
日（
火
）に
送
付
し
ま
し
た
。
届
き
ま

し
た
ら
記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
を
確

認
し
、
大
切
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
10
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
等
を
利

用
す
る
場
合
は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
を

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
中
の
異
動
（
社
保
加
入
離
脱
、
世

帯
員
の
転
入
転
出
等
）の
届
け
出
に
つ
い
て

は
、
送
付
さ
れ
た
新
し
い
保
険
証
と
現

在
使
っ
て
い
る
保
険
証
の
両
方
が
必
要

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
念
の

た
め
新
旧
両
方
の
保
険
証
を
ご
持
参
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
理
解

願
い
ま
す
。

①
保
険
証
の
有
効
期
限
が
１
年
ま
た
は

３
か
月
の
２
種
類
と
な
り
、
保
険
税

の
納
付
状
況
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
該

当
す
る
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

②
特
別
の
事
情
が
な
く
、
納
期
限
か
ら

１
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
国
保
税

を
納
付
し
な
い
と
き
は
、
更
新
後
で

も
保
険
証
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
、

『
被
保
険
者
資
格
証
明
書
』が
交
付
さ

れ
ま
す
。
被
保
険
者
資
格
証
明
書
で

受
診
し
た
と
き
は
、
か
か
っ
た
医
療

費
は
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な

り
、
そ
の
医
療
費
の
保
険
給
付
請
求

は
、
国
保
年
金
課
国
保
係
へ
申
請
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
納
期

限
か
ら
１
年
６
か
月
経
過
後
も
保
険

税
を
納
付
し
な
い
と
き
は
、
保
険
給

付
が
差
し
止
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
国
保
年
金
課
国
保
係
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国
保
加
入
者
の
み
な
さ
ん
へ　

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
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総
務
省
通
達
に
よ
り
、
全
国
的
に
平

成
17
年
10
月
１
日
か
ら
、
住
民
異
動
届

出
を
提
出
さ
れ
た
方
の『
本
人
確
認
』を

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
人
確
認
は
、『
虚
偽
』や『
な
り
す

ま
し
』に
よ
る
届
出
の
防
止
と
住
民
基

本
台
帳
の
正
確
な
記
録
の
確
保
を
目
的

と
し
、
届
出
を
提
出
さ
れ
た
方
に
本
人

確
認
書
類
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

　

な
お
、
本
人
確
認
書
類
を
提
示
で
き

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
届
出
の
受
付

は
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
確
認
書
類
を
提
示
で

き
な
い
方
お
よ
び
代
理
人
が
届
出
し
た

場
合
は
、届
書
受
理
後
に『
届
出
が
あ
っ

た
』旨
を
異
動
者
に
郵
送
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

通
知
の
内
容
に
疑
義
が
な
い
場
合

は
、
特
に
手
続
き
の
必
要
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

　

お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
本
人
確
認
が
必
要
な
届
出
〉

 
・
転
入
届　

 

・
転
出
届

 
・
転
居
届　

 

・
世
帯
変
更
届

〈
本
人
確
認
を
す
る
た
め
に
提
示
し
て

い
た
だ
く
書
類
〉

①
１
種
類
で
確
認
で
き
る
も
の

 

・
運
転
免
許
証　

 
・
パ
ス
ポ
ー
ト

 

・ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
写
真
付
）

 

・
国
家
資
格
免
許
等
顔
写
真
付
き
の
証

明
書

②
２
種
類
必
要
な
も
の

 

・
健
康
保
険
証　

 

・
年
金
手
帳
等

 

・
診
察
券　

 

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等

※
た
だ
し
、
有
効
期
限
内
で
氏
名
等
の
表
記

の
あ
る
も
の
に
限
る
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
市
民
課
記
録
係
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10
月
３
日
か
ら

転
入
・
転
出
・
転
居
・
世
帯
変
更
の
異
動
届
出
の
際
に
は

身
分
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

　

私
た
ち
は
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
今
、
資
源
の
枯
渇

と
地
球
温
暖
化
と
い
う
大
き
な
問
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

限
り
あ
る
化
石
燃
料
に
代
わ
る
、

温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
資
源

で
効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
で

き
る
構
造
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
風
力
、
太
陽

光
等
の
自
然
の
力
や
今
ま
で
使
わ
れ

ず
に
捨
て
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を

有
効
利
用
す
る
地
球
に
や
さ
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
地
球
の
資
源
や
自

然
特
性
を
活
か
し
た
発
電
や
熱
利
用

を
す
る
の
で
地
域
に
密
着
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
い
え
ま
す
。

【
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
】

　

む
つ
市
で
は
、
今
年
度
『
地
域
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
』を
策
定
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今

後
ど
の
よ
う
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い

つ
頃
導
入
し
て
い
く
か
を
計
画
す
る

も
の
で
す
。

　

去
る
８
月
16
日
、
12
名
の
委
員
か

ら
な
る
第
１
回
策
定
委
員
会
が
開
か

れ
、
計
画
策
定
に
向
け
た
作
業
が
本

格
化
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
の
状
況
や
各
種
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
企
画
課
調
整
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
２
１
２

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ナ
ー
①

【インターネット版はこちら】www.mutsu.e-shimokita.jp/kikaku/

【通知する例】

本人確認書類を

提示できない場合

代 理 人 の 場 合

異 動 者

⇩

⇩

通知

通知

市 役 所⇩

疑義がある場合は、
市役所に問合せを！
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指
定
管
理
者
募
集

　

市
で
は
、
次
の
施
設
を
管
理
運
営
す

る
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
を
希
望
す
る
団
体
（
法
人

格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）は
、
次
の
日
程
で

説
明
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

【
大
畑
中
央
公
園
・
む
つ
市
兎
沢
ス
キ
ー
場
】

〈
い
つ
〉10
月
３
日（
月
）午

前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉大
畑
中
央
公
園

（
あ
さ
ひ
な
丘
プ
ー
ル
）

【
む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
】

〈
い
つ
〉10
月
３
日（
月
）午

後
２
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

（
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
会
議
室
）

〈
詳
し
く
は
〉

市
保
健
体
育
課
体
育
施
設
係

�

28

－

４
３
４
１
（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
）

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
、
そ
の
家
族

が
抱
え
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
に
対

す
る
要
望
や
苦
情
を
受
付
け
し
ま
す
。

【
例
え
ば
こ
ん
な
と
き
…
】

 

・
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
変
え
て
ほ
し
い

 

・
話
を
聞
い
て
く
れ
な
い

 

・
嫌
な
こ
と
を
言
わ
れ
た

 

・
約
束
を
守
っ
て
く
れ
な
い 

な
ど

福
祉
サ
ー
ビ
ス
要
望
・
苦
情
１
日
移
動
相
談

〈
い
つ
〉10
月
12
日（
水
）

①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉市
役
所
食
堂
２
階
会
議
室

〈
申
込
方
法
〉

　

相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
受
付
け
も
可
能
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
運
営
適
正
化
委
員
会
・
中
谷

�

０
１
７

－

７
３
１

－

３
０
３
９

市
介
護
福
祉
課
介
護
福
祉
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
３
６

第
48
回
青
森
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

青
森
県
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
研
修
大
会

〈
い
つ
〉10
月
９
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
工
業
高
校

〈
ど
ん
な
〉

　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
初
心
者
に

ス
ロ
ー
イ
ン
グ
か
ら
指
導
し
ま
す
。

〈
参
加
費
〉１
千
円（
保
険
代
・
デ
ィ
ス
ク
代
）

〈
準
備
す
る
も
の
〉

 

・
運
動
で
き
る
服
装

 

・
上
履
き

 

・
昼
食

〈
申
込
締
切
〉10
月
５
日（
水
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

青
森
県
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会

�

22

－

６
９
１
２
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

下
北
美
術
展
（
高
校
・
一
般
の
部
）
展
覧
会

　

む
つ
・
下
北
地
域
の
高
校
生
、
一
般

の
方
か
ら
公
募
し
た
絵
画
、
写
真
、
書

道
の
作
品
を
展
示
す
る
『
第
36
回
下
北

美
術
展
』を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
、
お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
多
数
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉10
月
14
日（
金
）〜
18
日（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
ど
こ
で
〉

市
中
央
公
民
館（
講
堂
・
展
示
ホ
ー
ル
）

〈
入
場
料
〉無
料

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
地
方
公
民
館
連
絡
協
議
会（
市
中
央
公
民
館
内
）

�

24

－

１
２
２
４

　

学
齢
以
下
の
お
子
さ
ん
と
、
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ど
な
た
と
ご
一
緒
で
も

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
メ
イ

ト
み
ん
な
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉
（
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
）

 

・
10
月
４
日（
火
）親
子
遠
足（
む
つ
科
学
技
術
館
）

 

・
10
月
７
日（
金
）水
源
池
公
園

 

・
10
月
18
日（
火
）教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

 

・
11
月
14
日（
月
）海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

・
11
月
18
日（
金
）市
中
央
公
民
館

 

・
11
月
22
日（
火
）教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

 

・
12
月
19
日（
月
）海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

〈
そ
の
他
〉

 

・
お
や
つ
、
飲
み
物
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ

さ
い

 

・
水
源
池
公
園
は
散
策
が
中
心
で
す
の
で
、

上
着
、
帽
子
な
ど
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

集
合
は
『
学
習
セ
ン
タ
ー
』
で
す
。
悪
天

候
の
場
合
は
『
学
習
セ
ン
タ
ー
』
で
活
動

し
ま
す

 

・
事
前
の
申
込
み
は
要
り
ま
せ
ん

【
メ
イ
ト
さ
ん
募
集
】

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
子
育
て
の
体
験
を

生
か
し
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

連
絡
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

子
育
て
メ
イ
ト

出
崎
・
�

22

－

３
０
９
７

小
川
・
�

28

－

３
５
６
５

昆
・
�

23

－

２
４
５
２

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
１
４

こ
ん
に
ち
は 

子
育
て
メ
イ
ト
で
す
！

秋
の
ふ
れ
あ
い
広
場
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【
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
】

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
直
接
利
益
を
受
け
る
方
（
土
地
の

所
有
者
な
ど
）に
下
水
道
建
設
費
の
一

部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
次

に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

◎
受
益
者
負
担
金
の
支
払
方
法

５
年
分
割
の
10
回
払
い（
一
括
納
付
も
可
能
）

〈
納
期
〉

 

・
第
１
期
…
８
月
１
日
〜
８
月
31
日

 

・
第
２
期
…
12
月
１
日
〜
12
月
25
日

◎
一
括
納
付
報
奨
金
制
度
が
あ
り
、
大

畑
処
理
区
を
除
い
た
処
理
区
で
次

に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

【
下
水
道
使
用
料
】

　

下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
や
汚
水

処
理
に
必
要
な
経
費
を
、
下
水
道
を

使
用
す
る
方
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
使
用
料
の
額
は
上
水
道
の

使
用
水
量
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
ま

す
。
納
付
の
方
法
は
、
む
つ
処
理
区

と
川
内
処
理
区
で
は
上
水
道
料
金
と

一
緒
に
お
支
払
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
畑
処
理
区
と
脇
野
沢
処
理
区
で

は
下
水
道
使
用
料
納
入
通
知
書
が
届

い
て
か
ら
お
支
払
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

い
た
だ
け
る
予
定
で
す
の
で
、
対
象

者
に
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

【
漁
業
集
落
排
水
事
業
】

　

漁
村
の
生
活
環
境
改
善
と
併
せ
て

漁
港
お
よ
び
公
共
用
水
域
の
水
質
を

保
全
す
る
た
め
、
公
共
下
水
道
計
画

区
域
以
外
で
漁
業
集
落
の
各
家
庭
か

ら
出
る
し
尿
、
生
活
雑
排
水
を
処
理

す
る
施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
後
、
宅
地
内
の
排
水
設

備
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
公

共
下
水
道
と
同
じ
く
工
事
支
援
制
度

も
あ
り
ま
す
。
受
益
者
分
担
金
、
使

用
料
に
つ
い
て
も
公
共
下
水
道
と
同

じ
で
す
。

む
つ
市
の
下
水
道
ガ
イ
ド　

下
北
の
き
れ
い
な
環
境
を
未
来
ま
で
守
ろ
う

　平成17年 4月から、下水道課は『むつ下水浄化センター』の施設を事務所にして

います。むつ市役所から遠い場所で市民のみなさまにはご不便をおかけしています

が、電話による問合せや相談は随時受付けていますので、ご理解をいただきますよ

うお願いいたします。

　なお、各分庁舎建設課でも問合せや相談は随時受付けています。

処理区 賦課方式 算定方法

むつ処理区 土地の面積

１区画25㎡未満の土地

１区画25㎡以上100㎡以下の土地

１区画100㎡超1,000㎡以下の土地

１区画1,000㎡以上を超える土地

0円

面積×1,490円

149,000円

149,000円＋（面積－1,000㎡）×149円

大畑処理区 土地の面積

１区画20㎡未満の土地

１区画20㎡以上350㎡未満の土地

１区画350㎡以上の土地

0円

面積×400円

140,000円

川内処理区 家屋の棟数 １家屋 72,000円

脇野沢処理区

基本割額

＋

均等割額

１世帯基本割額（60,000円）＋均等割額（単位均等割額×世帯員数および従業員数）

※単位均等割額＝50,000円×分担区域の受益者総数÷受益者に属する世帯員数および従業員の総数

処理区 納付区分 報奨金

むつ処理区

初年度第１期納期限内に全額納付

２年度第１期納期限内に残額４年度分を全額納付

３年度第１期納期限内に残額３年度分を全額納付

４年度第１期納期限内に残額２年度分を全額納付

納付金額の10％

納付金額の８％

納付金額の６％

納付金額の４％

川内処理区 初年度第１期納期限内に全額納付 納付金額の20％

脇野沢処理区 初年度第１期納期限内に全額納付 納付金額の６％
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【問合せ先】
建設部下水道課　�23-6591

宅内排水設備工事、支援制度、浄化槽補助金に関する問合せ…施設係

管渠工事、公共汚水ますに関する問合せ…………………………工務係

受益者負担（分担）金、使用料に関する問合せ……………………業務係

【使用料金：消費税抜き】

処理区 用途 基本料金 従量料金

むつ処理区

一般用 1,160円 10㎥超184円／１㎥

浴場・プール 1,160円 10㎥超 30円／１㎥

汚水量の認定（上水道以外） ６㎥／１人

汚水量の認定（上水道併用） ３㎥／１人＋一般用使用料金

大畑処理区

一般用 1,000円 10㎥超100円／１㎥

浴場・プール 1,000円 10㎥超10円／１㎥

汚水量の認定（上水道以外） ６㎥／１人

汚水量の認定（上水道併用） ３㎥／１人＋一般用使用料金

川内処理区

一般用 1,000円

10㎥超え30㎥まで120円／１㎥

30㎥超え50㎥まで150円／１㎥

50㎥超え　　　　　200円／１㎥

浴場・プール 1,000円 20円／１㎥

汚水量の認定（上水道以外） 10㎥／１世帯（５人まで）＋3㎥／１浴槽（５人を超え２㎥／１人）

汚水量の認定（上水道併用） 5㎥／１世帯（５人まで）＋1.5㎥／１浴槽（５人を超え１㎥／１人）＋一般用使用料金

脇野沢処理区

一般用 1,200円

10㎥超え30㎥まで140円／１㎥

30㎥超え　　　　　160円／１㎥

汚水量の認定（上水道以外） 定額3,900円

汚水量の認定（上水道併用） 定額2,100円＋一般使用料金
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平成16年度における人事行政の運営等の状況
◎職員の任免の状況（平成16年４月～平成17年３月）※採用の欄については、合併に伴う3町村の職員が含まれている。

採 用 昇 任 降 任 転 任 出 向 派 遣 昇 給 昇 格 降 格 定年退職 勧奨退職 普通退職

む つ 市 230 64 0 7 8 9 227 13 0 9 14 3

議 会 事 務 局 7 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 1

選挙管理委員会事務局 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0

監査委員事務局 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

農業委員会事務局 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0

教育委員会事務局 37 3 0 17 4 0 77 9 0 5 1 2

公 営 企 業 局 10 7 0 0 0 0 29 6 0 0 0 0

計 284 74 0 24 12 9 345 29 0 15 15 6

◎職員数

平成17年 3月 31日現在職員数

む つ 市 553

議 会 事 務 局 11

選挙管理委員会事務局 3

監査委員事務局 3

農業委員会事務局 2

教育委員会事務局 112

公 営 企 業 局 39

計 723

◎採用試験の状況（平成16年10月17日一次試験実施・12月１日二次試験実施）

申 込 者 数 一 次 受 験 者 一 次 合 格 者 最 終 合 格 者

上級行政
男 80 67 9 5

女 30 27 4 2

初級行政
男 29 28 5 2

女 16 14 1 0

計 155 136 19 9

◎職員の給与

１ 級 ２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級 ６ 級 ７ 級 ８ 級 ９ 級
計

主 事 主 事 主 任 係 長 課 長 補 佐 課 長 補 佐 課 長 次 長 部 長

む つ 市 5 26 42 28 20 92 39 27 6 285

議 会 事 務 局 0 0 0 0 1 4 3 2 1 11

選挙管理委員会事務局 0 0 0 0 1 1 0 1 0 3

監査委員事務局 0 0 0 0 0 0 2 1 0 3

農業委員会事務局 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2

教育委員会事務局 0 0 8 12 19 40 11 4 2 96

公 営 企 業 局 1 1 4 7 3 11 7 4 1 39

計 6 27 54 47 44 148 62 41 10 439

※むつ市給与条例に基づく行政職給料表の級区分による職員数です。（平成17年 3月31日現在の職員数723名から給料表の異なる、技能労務職、保健師、看護師等284名を除いています）
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◎職員の勤務時間その他勤務条件

職員の勤務時間

む つ 市

午前８時30分

～

午後５時15分

議 会 事 務 局

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

農業委員会事務局

教育委員会事務局

公 営 企 業 局

◎休暇取得状況

年次休暇

消 化 率

病気休暇

取得件数

特別休暇

取得件数

介護休暇

取得件数

組合休暇

取得件数

む つ 市 29.5% 26 6 1 0

議 会 事 務 局 55.0% 0 8 0 0

選挙管理委員会事務局 16.7% 0 0 0 0

監査委員事務局 28.3% 0 0 0 0

農業委員会事務局 48.1% 0 0 0 0

教育委員会事務局 25.9% 12 1 0 0

公 営 企 業 局 29.9% 0 31 0 0

◎職員の分限および懲戒処分
 ・分限処分者数

　むつ市教育委員会において休職者が１名ありましたが、他の職場に

おいては分限（降任、免職、休職、降給）処分者はありませんでした。

 ・懲戒処分者数

　各職場において、平成16年度は懲戒（戒告、減給、停職、免職）処

分者はありませんでした。

◎職員の服務の状況

職務に専念する義務
の 特 例 の 承 認 件 数

営利企業等の従事制
限の許可の承認件数

む つ 市 17 0

議 会 事 務 局 0 0

選挙管理委員会事務局 0 0

監査委員事務局 0 0

農業委員会事務局 0 0

教育委員会事務局 12 0

公 営 企 業 局 5 0

◎職員の研修および勤務評定状況

・各種研修会への参加状況

研修会名 研修内容 期間
参加
人数

電源地域振興センター研修 １ 年 間 の 実 務 研 修 1年 1

初任者研修（新採用職員） 新採用職員事務研修 10日 5

市町村アカデミー研修 電子自治体構築の情報技術研修 9日 1

電源地域振興センター研修 水産業の高付加価値方策研修 3日 1

税 務 徴 収 研 修 税 の 徴 収 に つ い て 5日 1

税 務 徴 収 研 修 税 の 徴 収 に つ い て 3日 1

市町村アカデミー研修 市 町 村 税 徴 収 事 務 11日 1

市町村アカデミー研修 地 域 福 祉 サ ー ビ ス 9日 1

電源地域振興センター研修 地域福祉のあり方について 2日 1

青森県市議会議長会事務局職員研修 各市における議事等の問題点、疑問点を研修 2日 2

青森県市議会議長会事務局長研修 各市における議事等の問題点、疑問点を研修 1日 1

農業者年金業務農委・農協初任者研修会 農 業 年 金 業 務 全 般 1日 1

農 地 事 務 研 修 会 農 地 事 務 全 般 1日 1

農業者年金担当者会議および加入推進セミナー 農 業者年金加入推進 2日 1

交換分合農地集団化研修会 交換分合農地集団化全般 1日 1

共済組合事務担当者研修会 制度改正点の説明と事務研修 1日 1

水道事業実務講習会 水道に関する事業実施の研修 1日 2

水 道 実 務 セ ミ ナ ー 水 質 検 査 実 施 研 修 1日 5

総合損害共済事務研修会 共済事務処理の研修 2日 1

地方公営企業財務会計講習会 公営企業財務会計の実務研修 2日 1

日本水道協会東北支部第 53 回事務講習会 水道事業全般にわたる講習 1日 1

日本水道協会東北支部配管技術技能向上講習会 水道工事に関する技術講習 1日 2

日本水道協会青森県支部水道技術講習会 水道工事に関する技術講習 1日 1

日本水道協会青森県支部水道事務講習会 水道工事に関する技術講習 1日 1

◎職員の福祉および利益の保護の状況（職員健康診断受診状況）

胸 部 Ｘ 線 検 査 318人 胃 部 Ｘ 線 検 査 207人

心 電 図 検 査 219人 尿 検 査 216人

血 液 検 査 185人 大 腸 が ん 検 査 148人

人間ドック受診者 128人 脳ドック受診者 19人

◎青森県人事委員会からの状況報告

【給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求の状況】

　平成16年度においては、新たな措置要求はなく、ま

た係属事案もなかった。

【不利益処分に関する不服申立ての状況】

　平成16年度においては、新たな不服申し立てはなく、

また係属事案もなかった。

〈詳しくは〉

市総務課人事係　�22-1111内線144
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請

願

審

査

総
務
常
任
委
員
会

　

本
委
員
会
は
、
７
月
６
日
、
７
月
27

日
、
８
月
８
日
、
８
月
10
日
の
４
回
に

渡
り
審
査
し
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
に
は
、
紹
介
議
員
お
よ

び
参
考
人
の
出
席
を
求
め
る
と
と
も

に
、
８
月
10
日
に
は
理
事
者
側
か
ら
資

料
の
提
出
お
よ
び
出
席
を
求
め
審
査
し

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
請
願
第

１
号
は
、
願
意
に
沿
い
が
た
く
『
不
採

択
と
す
べ
き
も
の
』と
決
定
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ

れ
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

紹
介
議
員
の
工
藤
孝
夫
議
員
か
ら

は
、
中
間
貯
蔵
施
設
を
め
ぐ
る
情
勢
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
様
々
な
疑

念
が
払
拭
さ
れ
ず
住
民
が
不
安
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
新
む
つ
市
の
議
会
で
は

最
初
か
ら
十
分
な
審
議
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
考
人
の
櫛
部
孝
行
氏
か
ら

は
、
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
を
誘
致
し

な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
、
４
点
の
理
由

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
１
点
目
は
、
合
併
に
よ
り
議
員

構
成
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
、
新
市

の
段
階
で
最
初
か
ら
審
議
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

　

２
点
目
は
、
中
間
貯
蔵
施
設
が
永
久

貯
蔵
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
の
ほ

か
、
各
原
発
の
貯
蔵
容
量
を
見
て
も
余

裕
が
あ
る
の
で
今
す
ぐ
中
間
貯
蔵
施
設

を
建
設
す
る
必
要
が
な
い
。

　

３
点
目
は
、
安
全
性
の
問
題
と
し
て
、

活
断
層
の
関
係
か
ら
地
震
対
策
の
安
全

が
確
保
で
き
な
い
こ
と
と
、
キ
ャ
ス
ク

を
使
っ
た
貯
蔵
技
術
で
は
50
年
後
は
安

全
と
い
え
な
い
。

　

４
点
目
と
し
て
、
地
域
振
興
に
な
る

と
言
う
点
で
は
、
原
発
を
推
進
し
て
き

た
他
地
域
を
見
れ
ば
、
地
場
産
業
は
衰

退
し
地
域
振
興
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
委
員
か
ら
は
、
十
分

審
議
さ
れ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
旧
む
つ
地
区
で
は
十
分
審
議
さ

れ
て
い
る
し
、
合
併
協
議
会
で
も
中
間

貯
蔵
施
設
の
問
題
が
話
題
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
永
久
貯
蔵
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
キ
ャ
ス
ク
自
体
で
永

久
貯
蔵
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
最
終

処
分
場
を
平
成
22
年
以
降
考
え
る
と
い

う
こ
と
を
国
の
方
で
進
め
て
い
る
。
地

震
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
東
通
村
の
原

発
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
国

が
許
可
し
て
い
る
し
、
活
断
層
に
関
し

て
は
専
門
家
で
も
意
見
が
分
か
れ
る

が
、
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う

か
と
の
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
参
考
人
か
ら
は
、
合

併
協
議
会
で
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
知
ら
な

い
。
ま
た
、
活
断
層
で
な
い
と
い
う
専

門
家
の
意
見
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い

な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
理
事
者
側
か
ら
『
使
用
済
み

核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
を
誘
致
す
る
こ

と
に
よ
り
、
恒
久
的
財
源
と
な
り
う
る

裏
付
け
と
な
る
資
料
』の
提
出
を
求
め
、

審
査
し
ま
し
た
。

　

資
料
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
は
次

の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

電
源
立
地
等
初
期
対
策
交
付
金
相
当

部
分
に
つ
い
て
は
、
第
１
期
分
と
し
て

立
地
可
能
性
調
査
開
始
か
ら
知
事
同
意

年
度
ま
で
年
１
億
４
千
万
円
ず
つ
、
ま

た
、
第
２
期
分
と
し
て
知
事
同
意
の
翌

年
度
か
ら
２
年
間
は
９
億
８
千
万
円
ず

つ
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

初
期
対
策
交
付
金
の
次
は
、
電
源
立

地
促
進
対
策
交
付
金
と
な
り
、
予
定
建

設
費
が
１
千
億
円
で
２
棟
合
わ
せ
て
の

交
付
金
は
全
体
で
約
16
億
円
程
度
と
な

る
試
算
で
あ
る
が
、
交
付
金
の
額
は
建

設
費
に
よ
り
変
動
す
る
。

　

電
源
立
地
特
別
交
付
金
相
当
部
分

は
、
施
設
の
建
設
着
工
か
ら
運
転
終
了

ま
で
、
一
般
家
庭
の
契
約
口
数
と
工
場

が
契
約
し
て
い
る
契
約
電
力
量
に
よ
り

計
算
さ
れ
交
付
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地

域
長
期
発
展
対
策
交
付
金
相
当
部
分
に

つ
い
て
は
、
運
転
開
始
の
翌
年
度
か
ら

運
転
終
了
ま
で
毎
年
１
億
円
ほ
ど
交
付

さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
、
使
用
済
み
核
燃
料
貯
蔵
部

分
と
し
て
、
１
ト
ン
当
り
40
万
円
が
、

貯
蔵
終
了
ま
で
加
算
さ
れ
る
。

　

平
成
15
年
６
月
に
議
会
の
特
別
委

員
会
で
示
し
た
資
料
で
は
、
当
時
、
施

設
の
規
模
と
し
て
貯
蔵
量
５
千
ト
ン
か

ら
６
千
ト
ン
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
６
千

ト
ン
と
仮
定
し
、
交
付
期
間
60
年
で
約

１
千
２
９
０
億
円
と
試
算
し
た
が
、
そ

の
後
、
事
業
規
模
と
し
て
具
体
的
に

５
千
ト
ン
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

よ
り
お
よ
そ
１
０
０
億
円
程
度
は
少
な

く
な
る
見
込
み
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
委
員
か
ら
は
、
一
般

家
庭
へ
還
元
す
る
と
す
れ
ば
、
４
つ
の

交
付
金
相
当
部
分
の
枠
組
み
の
総
額
の

中
か
ら
、
い
く
ら
還
元
す
る
か
と
い
う

こ
と
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と

の
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
理
事
者
側
か
ら
は
、

使
う
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、

現
実
に
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況
と
の

こ
と
で
あ
り
、
積
み
立
て
し
て
い
る
地

域
振
興
基
金
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
も

特
定
の
事
業
の
た
め
の
積
み
立
て
で
、

他
の
事
業
へ
流
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
は
、
こ
の
交

付
金
が
入
る
こ
と
に
よ
り
普
通
交
付
税

が
減
る
こ
と
は
な
い
か
と
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
理
事
者
側
か
ら
は
、
基

本
的
に
は
減
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
交
付
金
の
用
途
は
制
限
さ
れ
て

は
い
る
が
、
以
前
よ
り
は
か
な
り
活
用

範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
お
り
、
現
在
消
防

士
、
学
校
用
務
員
、
調
理
員
等
の
給
与

に
も
充
て
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
審
議
の
過
程
で
は
以
下
の
よ

う
な
意
見
が
委
員
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
採
択
す
べ
き
と
の
意
見
で
は
、

絶
対
的
に
中
間
貯
蔵
施
設
に
反
対
で
は

な
い
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
変
革
期
に

来
て
い
る
た
め
、
現
時
点
で
は
急
ぐ
べ
き

で
な
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
は
、
今
、
県

の
段
階
に
進
ん
で
い
る
の
で
、
こ
こ
で

云
々
す
る
の
は
行
政
を
混
乱
さ
せ
る
と

の
不
安
が
あ
る
方
も
い
る
と
思
う
が
、

ど
ん
な
段
階
で
あ
っ
て
も
住
民
の
声
が

議 会 だ よ り
第１８５回定例会

　

む
つ
市
議
会
第
１
８
５
回
定
例
会
が
、
去
る
８
月
23
日
か

ら
９
月
12
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
39

議
案
・
６
報
告
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
可
決
・
認
定
・

承
認
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
第
１
８
４
回
定
例
会
に

お
い
て
、
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
請
願
１
件

は
、
審
査
の
結
果
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
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出
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
出
し
た
場
合
は

そ
れ
を
受
け
止
め
る
義
務
が
あ
る
。
さ

ら
に
永
久
貯
蔵
に
な
ら
な
い
担
保
を
求

め
る
よ
う
な
何
ら
か
の
方
法
が
と
れ
な

い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
不
採
択
す
べ
き
と
の
意
見
で

は
、
請
願
の
趣
旨
と
理
由
に
齟そ

齬ご

を
生

じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
過
去
の
む
つ
市
議
会
の
特

別
委
員
会
で
意
見
が
集
約
さ
れ
立
地
可

能
と
の
結
果
に
な
っ
て
い
る
の
で
尊
重

す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
は
、
旧
む
つ

市
の
中
で
、
立
地
は
可
能
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
受
け
て
、
市
長
が
誘
致
を
表

明
し
、
今
、
県
の
段
階
で
そ
れ
を
審
議

し
、
最
終
的
な
県
知
事
の
判
断
を
待
っ

て
い
る
段
階
で
あ
る
と
の
意
見
や
、
今

ま
で
６
人
の
専
門
家
が
検
討
委
員
会
を

開
き
、
そ
の
中
で
安
全
性
は
十
分
確
保

さ
れ
て
い
る
と
最
終
的
な
結
論
を
出
し

て
い
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

各
委
員
長
報
告

総
務
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
３
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過
と
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
８
月
31
日
、
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案
３

件
は
い
ず
れ
も
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ

れ
ま
し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

議
案
第
１
７
９
号
む
つ
市
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て
理
事
者
側
か

ら
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
県
よ
り
過
疎
債
の
許
可

等
の
関
係
で
本
年
９
月
を
目
途
に
作
成

し
て
ほ
し
い
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
市

町
村
計
画
、建
設
計
画
と
整
合
性
を
持
っ

た
も
の
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ

と
で
あ
り
、
む
つ
市
で
は
今
年
４
月
に

各
庁
舎
の
地
域
振
興
課
を
窓
口
と
し
て

担
当
課
長
会
議
を
開
き
、
作
成
作
業
に

入
っ
た
。

　

７
月
に
計
画
（
案
）に
つ
い
て
県
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
受
け
、
８
月
に
は
各
地
区

の
議
員
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。
計

画
（
案
）に
つ
い
て
県
で
は
特
に
異
議
は

な
い
が
、
計
画
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

財
政
運
営
計
画
進
捗
状
況
等
を
踏
ま
え

て
、
そ
の
都
度
事
業
実
施
の
必
要
性
、

事
業
効
果
、
事
業
規
模
の
妥
当
性
を
十

分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
は
、
年

度
別
事
業
別
計
画
は
い
つ
ご
ろ
提
示
で

き
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
は
、
12
月
こ
ろ
ま
で
に
は
提
示

で
き
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
８
０
号
む
つ
市
個
人
情
報

保
護
条
例
に
つ
い
て
、
委
員
よ
り
規
則

が
出
来
た
ら
配
布
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
は
、
規

則
等
は
条
例
が
可
決
さ
れ
る
と
規
則
も

含
め
公
布
す
る
の
で
、
そ
の
後
議
員
に

は
配
布
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
は
、
名
前
や

住
所
、
生
年
月
日
以
外
の
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
情
報
と
し
て
、
健
康
、
思
想
、
宗
教
、

資
産
、
収
入
等
は
収
集
し
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
と
お
り
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
は
思
想
、

宗
教
等
は
入
れ
て
い
な
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
住
民
基
本
台
帳
法
と
の
係

わ
り
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
は
個
人
情
報
保
護
条
例
は
個
人

情
報
の
保
護
か
ら
本
人
の
了
解
が
な
い

と
情
報
収
集
で
き
な
い
が
、
住
民
基
本

台
帳
は
正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
情
報
は

閲
覧
で
き
る
こ
と
が
違
い
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
法
定
代
理
人
は
謳
っ
て
い
る

が
、
弁
護
士
等
が
本
人
の
委
任
状
を
持
っ

て
開
示
を
求
め
た
場
合
は
ど
う
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
は
委
任

状
等
が
あ
れ
ば
良
い
、
様
式
に
つ
い
て
は

検
討
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
１
名
か
ら
反
対
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
８
３
号
む
つ
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
委

員
か
ら
、
65
才
以
上
の
者
に
係
わ
る
個

人
住
民
税
の
非
課
税
措
置
の
廃
止
は
地

方
の
苦
し
い
生
活
を
認
め
て
い
な
い
が
、

対
象
人
員
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
は
対
象

者
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度
は
均
等

割
で
３
２
０
人
、
所
得
割
で
２
４
８
人

と
な
り
、
こ
れ
に
よ
る
税
収
増
は
、
平

成
18
年
度
で
約
１
３
０
万
円
、
平
成
19

年
度
は
約
２
８
０
万
円
で
あ
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
別
の
委
員
か
ら
は
、
施
行
期
日

は
延
ば
せ
な
い
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
は
、
延
ば
す
こ
と
に
つ

い
て
は
可
能
で
あ
る
が
、
今
ま
で
は
や
っ

た
事
は
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
２
名
か
ら
反
対
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。

建
設
常
任
委
員
会

　

建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
１
件
、
報
告
１
件
に
つ
い
て
、
審
査

の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
８
月
31
日
、
関
係
部
局

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案
、

報
告
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
、
承
認
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ

れ
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

議
案
第
１
９
７
号
平
成
17
年
度
む
つ

市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
市

債
が
増
加
し
一
般
会
計
繰
入
金
が
減
少

し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
に
関
し
て
の
起
債
発
行
限
度
額

は
ど
の
程
度
あ
り
、
ま
た
発
行
す
る
余

裕
は
あ
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
、

理
事
者
側
か
ら
限
度
額
は
な
い
。
こ
れ

か
ら
万
が
一
補
正
等
で
１
億
円
の
増
額

に
な
っ
た
と
し
て
も
起
債
を
借
り
る
こ

と
は
で
き
る
が
、
起
債
の
借
入
れ
に
は

財
政
融
資
の
枠
が
あ
り
、
そ
の
中
で
借

り
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
縁
故
債
の

投
入
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
委
員
か
ら
、
市
債
は
借
金

で
あ
る
が
、
限
度
額
が
な
い
と
い
う
こ

と
は
様
々
な
条
件
が
揃
え
ば
大
き
な
市

債
発
行
が
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

形
と
し
て
一
般
会
計
の
負
担
が
減
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
年
度
中
に
さ
ら

に
市
債
発
行
を
考
え
て
い
る
の
か
と
の

質
疑
に
対
し
、
理
事
者
側
か
ら
今
後
の

補
正
は
考
え
て
い
な
い
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
11
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過

と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
８
月
31
日
、
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
議
案
第
１
８
２
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号
、
議
案
第
１
８
８
号
お
よ
び
議
案
第

１
８
９
号
の
３
件
に
つ
き
ま
し
て
は
異

議
が
あ
り
、
反
対
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
８
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

以
下
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ

れ
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

議
案
第
１
８
１
号
む
つ
市
脇
野
沢
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
に
つ
い
て
。

  

こ
の
議
案
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、

同
セ
ン
タ
ー
完
成
に
伴
い
こ
れ
を
有
効

活
用
し
、
市
民
に
対
し
て
利
便
を
図
る

た
め
の
条
例
提
案
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
委
員
か

ら
、
利
用
で
き
る
人
の
範
囲
と
、
む
つ

市
民
が
利
用
す
る
場
合
の
減
免
措
置
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

こ
の
施
設
は
全
国
の
個
人
・
法
人
の
利

用
が
可
能
で
、
市
民
や
市
内
の
サ
ー
ク

ル
・
団
体
等
が
利
用
す
る
場
合
に
は
減

免
規
定
が
あ
り
、
使
用
料
を
徴
収
さ
れ

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
他
の
委
員
か
ら
使
用
料
の
設

定
に
当
た
り
、
使
用
区
分
を
午
前
・
午

後
・
夜
間
と
し
て
い
る
が
、
利
用
す
る

側
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
１
時
間
毎
の

区
分
に
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
使
用
時

間
に
は
準
備
お
よ
び
使
用
後
の
原
状
回

復
に
要
す
る
時
間
も
含
ま
れ
て
お
り
、

公
民
館
を
利
用
す
る
多
く
の
サ
ー
ク

ル
・
団
体
等
の
使
用
目
的
か
ら
み
て
も

午
前
・
午
後
・
夜
間
と
い
う
区
切
り
で

使
用
す
る
頻
度
が
高
い
。
ま
た
、
県
内

全
域
に
お
い
て
も
公
民
館
等
の
使
用
時

間
の
区
分
は
、午
前・
午
後
・
夜
間
と
な
っ

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
他
の
委
員
か
ら
こ
の
施
設
を
指

定
管
理
者
で
は
な
く
、
む
つ
市
の
直
接

管
理
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
指
定
管
理
者

制
度
は
住
民
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、

施
設
の
管
理
運
営
に
民
間
能
力
を
活
用

し
て
、
よ
り
柔
軟
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
経
費
の
節
減
等
を
図
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
が
、
現
時
点

で
は
直
接
管
理
と
し
た
方
が
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
要
求
に
、
よ
り
応
え
ら
れ
る
と

判
断
し
た
。
ま
た
施
設
予
約
に
つ
い
て
、

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
利
用
も
考
え

て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
８
２
号
む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ

ス
パ
ー
ク
条
例
に
つ
い
て
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
理
事
者
側
か

ら
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
・
プ
ー
ル
等
を

備
え
た
む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
が

本
年
７
月
末
に
完
成
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
と
市
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、

平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
運
営
す
る
た
め
の
条
例

提
案
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
複
数
の
委
員

か
ら
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
こ
の
施
設
の
経
費
に
つ
い
て

年
間
１
億
３
千
万
円
か
か
る
が
、
委
託

を
受
け
た
指
定
管
理
者
が
管
理
費
を

捻
出
で
き
な
い
事
態
は
想
定
し
て
い
な

い
と
の
説
明
に
対
し
、
そ
の
根
拠
に
つ

い
て
委
員
か
ら
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
人
件
費
の
削
減
が
可

能
で
あ
り
、
公
共
団
体
が
直
接
管
理
す

る
場
合
と
比
較
す
る
と
、
効
率
的
・
弾

力
的
な
運
営
が
期
待
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
よ
り
多
角
的
か
つ
商
業
ベ
ー
ス
で

の
運
営
が
可
能
で
、
住
民
に
対
し
幅
広

い
施
設
提
供
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
た
だ
使
用
料
等
の
収
入
だ
け
で

は
管
理
費
を
工
面
で
き
な
い
と
考
え
る

が
、
維
持
費
・
運
営
費
等
の
積
算
を
し

た
上
で
、
赤
字
と
な
ら
な
い
よ
う
契
約

す
る
基
本
方
針
を
維
持
し
た
い
。
電
気

料
・
水
道
料
等
の
経
費
や
使
用
料
自
体

に
つ
い
て
も
不
確
定
で
あ
る
の
で
、
初

年
度
、
次
年
度
の
運
営
状
況
を
み
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
委
員
か
ら
６
点
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

　

１
点
目
と
し
て
、
管
理
委
託
さ
せ
る

に
あ
た
り
委
託
団
体
の
実
績
・
専
門
性
・

サ
ー
ビ
ス
の
質
・
継
続
性
・
安
定
性
に

つ
い
て
条
例
に
定
め
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
理
事

者
側
か
ら
、
公
の
施
設
と
し
て
安
定
性・

信
用
性
に
つ
い
て
は
、
公
募
し
た
段
階

で
相
応
の
書
類
審
査
を
し
、
経
営
者
と

し
て
資
格
が
あ
る
か
、
資
金
力
・
保
証

力
お
よ
び
納
税
実
績
等
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

２
点
目
と
し
て
、
応
募
資
格
や
選
考

基
準
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者

側
か
ら
、
指
定
管
理
者
の
候
補
者
選
考

に
つ
い
て
は
、
選
考
審
査
会
に
お
い
て
、

 

・
市
民
の
公
平
な
利
用
が
確
保
さ
れ
る

こ
と

 

・
施
設
の
利
用
が
増
進
さ
れ
る
こ
と

 

・
施
設
の
効
率
的
な
管
理
が
で
き
る
こ
と

 

・
施
設
の
管
理
を
適
正
か
つ
安
定
し
て

行
な
う
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

 

・
効
果
的
な
管
理
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

現
在
の
管
理
団
体
の
職
員
の
雇
用
を

含
め
た
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
人
材
の
確

保
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

　

等
が
あ
げ
ら
れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

３
点
目
と
し
て
、
個
人
情
報
保
護
条

例
の
適
用
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、

理
事
者
側
か
ら
、
今
定
例
会
で
提
案
さ

れ
て
い
る
『
む
つ
市
個
人
情
報
保
護
条

例
』を
受
け
る
形
で
進
む
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

４
点
目
と
し
て
、
委
託
後
、
自
治
体

に
よ
る
定
期
的
な
調
査
結
果
に
基
づ
く

改
善
指
示
を
行
な
う
か
と
の
質
疑
に
対

し
、
理
事
者
側
か
ら
、
こ
の
種
の
指
定

管
理
者
制
度
に
お
い
て
市
内
で
実
績
の

あ
る
業
者
は
な
い
が
、
で
き
れ
ば
市
内

業
者
を
指
定
管
理
者
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
実
績
が
な
い
の
で
、
市
側
も

サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
管
理
し
て
い
く
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

５
点
目
と
し
て
、
労
働
基
準
法
の
適

用
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者

側
は
、
法
の
遵
守
は
も
ち
ろ
ん
、
抵
触

す
る
よ
う
な
雇
用
形
態
は
な
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

６
点
目
と
し
て
、
指
定
管
理
者
制
度

に
は
兼
業
禁
止
規
定
は
な
い
が
、
首
長・

議
員
・
特
定
団
体
等
が
経
営
す
る
会
社

や
法
人
に
つ
い
て
は
、
参
入
規
制
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
と
の
質
疑
に
対

し
、
理
事
者
側
か
ら
、
地
方
自
治
法
に

違
反
し
な
い
よ
う
審
査
し
て
い
く
が
、

指
定
管
理
者
は
誰
で
も
応
募
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
県
と
も
協
議
し
な

が
ら
法
に
抵
触
し
な
い
よ
う
対
処
す
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
複
数
の
委
員
か
ら
、
施
工
中
に

起
き
た
克
雪
ド
ー
ム
屋
根
破
損
事
故

に
つ
い
て
、
原
因
・
責
任
の
所
在
、
ま

た
、
今
後
も
事
故
が
起
こ
り
う
る
も
の

か
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
事
故

の
原
因
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
四

角
形
の
上
に
球
形
を
載
せ
た
こ
の
ド
ー

ム
は
、
四
角
形
の
部
分
に
雪
の
堆
積
場

を
設
け
た
日
本
で
初
め
て
の
形
を
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
管
理
上
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
リ
ー
と
な
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
も

の
で
、
本
来
除
雪
し
な
い
で
雪
を
放
置

で
き
、
こ
の
設
計
は
発
注
者
・
設
計
者
・
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施
工
業
者
３
者
の
合
意
の
上
で
行
な
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
想
定
外
の

雪
が
堆
積
し
、
堆
積
し
て
は
な
ら
な
い

幕
構
造
の
部
分
に
雪
が
積
も
っ
た
た
め

に
起
き
た
事
故
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
事
故
責
任
の
所
在
に
つ
い
て

は
、
設
計
業
者
は
、
札
幌
ド
ー
ム
も

手
が
け
て
お
り
、
雪
に
対
し
か
な
り
の

信
用
度
が
あ
る
。
札
幌
の
雪
の
量
・
質

は
青
森
県
と
は
違
う
が
、
よ
り
詳
細

な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
設
計
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
際
県
は
も
ち
ろ
ん
、
当
市
の

多
く
の
意
見
・
要
望
を
盛
り
込
ん
だ

も
の
で
、
そ
の
基
準
に
つ
い
て
も
厳
し

い
審
査
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
施

工
管
理
に
お
い
て
も
、
日
々
の
現
場
確

認
は
も
ち
ろ
ん
、
工
事
の
節
目
に
お
い

て
市
関
係
者
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
品

質
検
査
を
含
め
た
県
の
厳
し
い
検
査
を

受
け
て
お
り
、
極
め
て
高
い
レ
ベ
ル
の

チ
ェ
ッ
ク
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
県
か

ら
も
設
計
上
・
施
工
上
の
ミ
ス
が
あ
っ

た
と
報
告
を
受
け
て
い
な
い
し
、
市
側

も
こ
れ
ら
の
ミ
ス
は
な
い
も
の
と
受
け

止
め
て
い
る
。
施
設
が
県
か
ら
市
に
譲

渡
さ
れ
た
後
は
、
建
物
に
関
し
て
当
市

が
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
建

物
損
害
保
険
・
人
的
損
害
保
険
等
の
加

入
に
よ
り
対
処
し
て
い
き
た
い
。
細
部

に
わ
た
る
維
持
管
理
上
の
補
修
に
つ
い

て
は
、
今
後
契
約
書
の
中
で
明
確
に
し

て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
事
故
予
防
に
つ
い
て
は
、
県

か
ら
施
設
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
、
的

確
な
指
針
を
示
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に

そ
っ
た
維
持
管
理
を
し
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
他
の
委
員
か
ら
、
椅
子
・
机

等
の
備
品
の
貸
出
し
に
つ
い
て
無
料

に
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
備
品
の
使
用
料

に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者
が
本
案
の
料

金
表
の
記
載
金
額
を
上
限
と
し
、
そ
の

中
で
自
由
に
設
定
で
き
る
よ
う
定
め
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
使
用
料
金
の
免
除
規
定
に
つ
い
て

委
員
か
ら
質
疑
が
あ
り
、理
事
者
側
か
ら
、

 

・
市
の
主
催
行
事

 

・
学
校
教
育
課
程
の
中
の
活
動

 

・
市
長
が
特
に
認
め
る
も
の

　

等
に
つ
い
て
免
除
す
る
。『
市
長
が

特
に
認
め
る
も
の
』に
つ
い
て
は
、
指

定
管
理
者
と
協
議
の
う
え
、
決
め
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
他
の
委
員
か
ら
、
む
つ
市

ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
関
し
、
そ
の
準
備
行
為
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

施
設
の
内
覧
会
や
体
育
協
会
を
通
じ
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
無
料
で
試
用
し

て
も
ら
う
計
画
を
立
て
て
い
る
。
ま
た

平
成
18
年
４
月
ま
で
の
期
間
を
、
指
定

管
理
者
の
訓
練
期
間
と
し
、
機
械
・
器

具
等
の
操
作
や
接
遇
等
に
つ
い
て
指
導

し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
事

業
に
つ
い
て
多
く
の
委
員
か
ら
、
県
か

ら
譲
渡
を
受
け
る
前
に
確
か
な
安
全
性

を
確
保
し
、
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
の
譲

渡
で
は
な
く
、
多
く
の
市
民
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
、
県
と
十
分
協
議

し
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
８
５
号
む
つ
市
社
会
教
育

委
員
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
。

  

こ
の
議
案
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、

社
会
教
育
行
政
の
充
実
を
図
る
た
め
委

員
の
定
数
を
６
名
増
員
し
、
13
名
と
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
委

員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
広
く
地
元
住
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
各
分
庁

舎
の
教
育
課
に
依
頼
す
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
８
６
号
む
つ
市
公
民
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
理
事
者
側
か

ら
、
脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
併

設
さ
れ
る
脇
野
沢
公
民
館
に
関
す
る
規

定
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
委

員
か
ら
質
疑
が
あ
り
、理
事
者
側
か
ら
、

脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管

理
は
、
脇
野
沢
分
庁
舎
教
育
課
の
職
員

お
よ
び
中
央
公
民
館
の
職
員
が
兼
務
で

行
う
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
８
７
号
む
つ
市
文
化
財
保
護

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、

文
化
財
保
護
行
政
の
充
実
を
図
る
た
め

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
定
数
を
５

名
増
員
し
、
15
名
と
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
地

区
ご
と
の
委
員
構
成
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
の
地
区
ご
と
の
構
成
は
、

文
化
財
の
重
要
性
を
考
え
る
と
人
口
比

で
は
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め

苦
慮
し
た
が
、
現
行
の
む
つ
地
区
の
委

員
を
10
名
か
ら
１
名
減
じ
９
名
と
し
、

そ
の
他
の
地
区
は
各
２
名
と
し
た
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
８
８
号
む
つ
市
営
ス
キ
ー
場

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
理
事
者
側
か

ら
、
大
畑
地
区
の
む
つ
市
兎
沢
ス
キ
ー

場
の
管
理
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
こ

の
ス
キ
ー
場
は
現
在
、
財
団
法
人
む
つ

市
教
育
振
興
会
に
業
務
委
託
し
て
い
る

が
、
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
た

場
合
に
お
け
る
積
算
経
費
の
差
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

指
定
管
理
者
に
委
託
す
る
こ
と
で
経
費

の
節
減
可
能
な
部
分
は
あ
る
が
、
人
件

費
に
関
連
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
は
不
明
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
現
在
委
託
し
て
い
る
財
団
法
人

む
つ
市
教
育
振
興
会
の
業
務
が
減
少
す

る
と
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
こ
の
組
織
の
強
化
と
存
続
を
祈
念

し
つ
つ
、
ま
た
指
定
管
理
者
制
度
へ
の

他
の
応
募
者
が
あ
る
こ
と
を
想
定
し
な

が
ら
こ
の
条
例
を
提
案
し
た
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
料
金
収
入
と
維
持
管
理
等
の

経
費
に
差
異
が
生
じ
た
場
合
ど
う
す
る

の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
リ
フ
ト
使
用

料
だ
け
で
は
管
理
運
営
は
難
し
い
。
歳

入
歳
出
の
差
異
に
つ
い
て
は
市
か
ら
支

出
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
他
の
委
員
か
ら
、
採
算
の
と
れ

な
い
事
業
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の

理
由
は
何
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事

者
側
か
ら
、
現
在
の
業
務
委
託
で
は
収

入
を
伸
ば
す
要
素
が
稀
薄
で
あ
る
が
、

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
夜
間
延
長
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
等
で
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
大
が
図
ら

れ
、
収
入
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。
ま

た
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
指
定

管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら

当
市
で
も
そ
の
効
果
的
運
用
に
向
け
て
、

市
の
直
接
管
理
か
ら
民
間
能
力
を
活
用

す
る
指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行
す
る
も

の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
釜
臥
山
ス
キ
ー
場
を
指

定
管
理
者
制
度
か
ら
除
外
し
た
こ
と
に

つ
い
て
委
員
か
ら
質
疑
が
あ
り
、
理
事

者
側
か
ら
、
現
在
釜
臥
山
ス
キ
ー
場
は
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リ
フ
ト
掛
け
替
え
工
事
中
で
、
ス
キ
ー

場
拡
張
整
備
の
最
中
で
も
あ
り
、
指
定

管
理
者
制
度
導
入
の
条
件
が
整
っ
て
い

な
い
。
さ
ら
に
索
道
事
業
に
つ
い
て
は

リ
フ
ト
運
用
に
あ
た
る
資
格
者
の
常
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の

条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
指
定
管
理
者

に
応
募
で
き
な
い
が
、
市
内
の
業
者
に

資
格
取
得
者
が
い
な
い
こ
と
も
あ
り
今

回
の
提
案
か
ら
除
外
し
た
。
将
来
的
に

は
釜
臥
山
ス
キ
ー
場
も
対
象
施
設
に
な

り
う
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
委
員
か
ら
、
公
共
施
設
の
管

理
運
営
が
指
定
管
理
者
へ
移
行
す
る
際

は
、
よ
り
柔
軟
で
質
の
高
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
指
定

管
理
者
へ
の
教
育
・
指
導
は
し
っ
か
り

や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
案
第
１
８
９
号
む
つ
市
都
市
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
。        

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、

大
畑
地
区
の
あ
さ
ひ
な
丘
公
園
内
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
、
野
球
場
・
陸
上
競
技
場
・

プ
ー
ル
・
庭
球
場
の
管
理
運
営
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
現

在
、
財
団
法
人
む
つ
市
教
育
振
興
会
に

業
務
委
託
し
て
い
る
委
託
料
と
指
定
管

理
者
の
委
託
料
と
の
差
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
人
件
費
で

は
大
き
な
差
は
生
じ
な
い
。
管
理
運
営

の
中
で
野
球
場
の
掃
除
・
陸
上
競
技
場

内
の
芝
刈
り
等
で
の
コ
ス
ト
削
減
は
図

ら
れ
る
。
し
か
し
財
政
的
効
果
に
つ
い

て
は
現
段
階
で
は
不
確
定
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

委
員
か
ら
は
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
際
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
だ
け
で
な
く
経
費
の
節
減
等
を
図
る

こ
と
も
重
要
で
、
そ
の
効
果
を
よ
く
精

査
し
た
う
え
で
条
例
提
案
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
９
６
号
平
成
17
年
度
む
つ
市

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
理
事
者
側
か

ら
、
制
度
改
正
に
伴
う
介
護
保
険
事
務

処
理
シ
ス
テ
ム
改
修
費
、
介
護
認
定
に

係
る
認
定
調
査
等
費
、
前
年
度
介
護
給

付
費
負
担
金
お
よ
び
交
付
金
の
精
算
に

よ
る
償
還
金
、
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
介

護
認
定
に
係
る
認
定
調
査
費
の
増
額
の

理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
介
護
認
定
に
係
る
訪
問
調
査

員
は
旧
む
つ
市
は
13
名
を
委
嘱
し
て
い

た
が
、
旧
３
町
村
は
主
に
事
業
者
に
委

託
し
て
き
た
。
法
改
正
に
よ
る
制
度
の

見
直
し
で
、
よ
り
公
正
な
調
査
を
推
進

す
る
意
味
か
ら
、
新
規
の
申
請
分
か
ら

市
の
訪
問
調
査
員
に
よ
る
直
接
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
の

増
額
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
他
の
委
員
か
ら
は
、
低
所
得
者

に
対
す
る
軽
減
策
を
今
後
も
実
施
し
、

市
と
し
て
の
救
済
措
置
を
す
る
よ
う
強

く
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
、
議
案
第
１
９
８
号
平
成
16
年

度
川
内
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
か

ら
、
議
案
第
２
１
７
号
平
成
16
年
度
む

つ
市
水
道
事
業
会
計
決
算
ま
で
の
議
案

20
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過
と
結
果

を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
８
月
30
日
に
、
市
長
、

助
役
、
収
入
役
ほ
か
関
係
部
課
長
等
の

出
席
を
求
め
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
９
８
号
平
成
16
年
度
川
内

町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

は
、
賛
成
多
数
で
、
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
９
９
号
平
成
16
年
度
川
内

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
、
議
案
第
２
０
０
号
平
成
16
年
度

川
内
町
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
、
議
案
第
２
０
１
号
平
成
16
年
度

川
内
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
、
議
案
第
２
０
２
号
平
成
16
年
度

川
内
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
は
、
全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

次
は
、
議
案
第
２
０
３
号
平
成
16
年

度
大
畑
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で
、
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
２
０
４
号
平
成
16
年
度
大
畑

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
、
議
案
第
２
０
５
号
平
成
16
年
度

大
畑
町
魚
市
場
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
、
議
案
第
２
０
６
号
平
成
16

年
度
大
畑
町
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
、
議
案
第
２
０
７
号
平
成
16

年
度
大
畑
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
、
議
案
第
２
０
８
号
平

成
16
年
度
大
畑
町
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
は
、
全
会
一
致
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
２
０
９
号
平
成
16
年
度
脇
野

沢
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
は
、
賛
成
多
数
で
、
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
案
第
２
１
０
号
平
成
16

年
度
脇
野
沢
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
議
案
第
２
１
１

号
平
成
16
年
度
脇
野
沢
村
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
議
案
第

２
１
２
号
平
成
16
年
度
脇
野
沢
村
老
人

保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
議
案

第
２
１
３
号
平
成
16
年
度
脇
野
沢
村
簡

易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
議

案
第
２
１
４
号
平
成
16
年
度
脇
野
沢
村

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
、
議
案
第
２
１
５
号
平
成
16
年
度
川

内
町
水
道
事
業
会
計
決
算
、
議
案
第

２
１
６
号
平
成
16
年
度
大
畑
町
水
道
事

業
会
計
決
算
、
議
案
第
２
１
７
号
平
成

16
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会
計
決
算

は
、
全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

議 

案 

審 

議

議　

案

▼
む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に

つ
い
て

　

川
内
町
、
大
畑
町
お
よ
び
脇
野
沢

の
旧
三
町
村
地
域
が
合
併
前
に
引
き

続
き
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

村
計
画
を
定
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
個
人
情
報
保
護
条
例

　

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正

な
取
扱
い
の
確
保
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
、
公
正
で
信
頼
あ
る
市
政

の
推
進
お
よ
び
個
人
の
権
利
利
益
の

保
護
を
図
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

条
例

　

市
民
の
心
身
の
健
全
な
発
達
と
体

育
、
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
文
化
の
普
及

振
興
を
図
る
た
め
、
交
流
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
も
の

▼
む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
条
例

　

平
成
18
年
４
月
の
供
用
開
始
を

予
定
し
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
と
克
雪

ド
ー
ム
を
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と

し
て
設
置
す
る
と
と
も
に
、
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

個
人
市
民
税
に
係
る
65
才
以
上
の
者

の
非
課
税
措
置
の
段
階
的
廃
止
、
特
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定
管
理
株
式
が
価
値
を
失
っ
た
場
合

の
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
課

税
特
例
の
創
設
の
ほ
か
所
要
の
条
文

整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

船
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
船

員
法
の
規
定
に
基
づ
く
雇
入
契
約
公

認
手
数
料
を
廃
止
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

む
つ
市
社
会
教
育
委
員
の
定
数
を

７
人
か
ら
13
人
以
内
に
変
更
す
る
た

め
の
も
の

▼
む
つ
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

む
つ
市
脇
野
沢
公
民
館
の
位
置
を

変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

む
つ
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

の
定
数
を
10
人
以
内
か
ら
15
人
以
内

に
変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
営
ス
キ
ー
場
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

む
つ
市
兎
沢
ス
キ
ー
場
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
大
畑
中
央
公

園
内
の
あ
さ
ひ
な
丘
球
場
ほ
か
３
施

設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
も
の

▼
青
森
県
交
通
災
害
共
済
組
合
規
約
の

一
部
を
変
更
す
る
規
約

　

構
成
団
体
で
あ
る
、
平
賀
町
、
尾

上
町
お
よ
び
碇
ヶ
関
村
に
よ
る
平
川

市
の
設
置
、
名
川
町
、
南
部
町
お
よ

び
福
地
村
に
よ
る
南
部
町
の
設
置
、

弘
前
市
、
岩
木
町
お
よ
び
相
馬
村
に

よ
る
弘
前
市
の
設
置
並
び
に
百
石
町

お
よ
び
下
田
町
に
よ
る
お
い
ら
せ
町

の
設
置
に
伴
い
、
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
協
議
が
あ
っ
た
も
の

▼
青
森
県
市
長
会
館
管
理
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
に

つ
い
て

　

構
成
団
体
で
あ
る
弘
前
市
が
岩
木

町
お
よ
び
相
馬
村
と
弘
前
市
を
設
置

す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
弘
前
市

を
加
入
さ
せ
る
た
め
協
議
が
あ
っ
た

も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦
す

る
者
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　

12
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了

と
な
る
坪
二
三
子
氏
の
後
任
の
委
員

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
意
見

を
求
め
る
た
め
の
も
の

▼
平
成
17
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
４
千
５
６
１
万
８
千
円
の
増

額
補
正
）

▼
平
成
17
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
１
億
２
千
４
３
６
万
８
千

円
の
減
額
補
正
）

▼
平
成
17
年
度
む
つ
市
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（
５
千
６
８
１
万
１
千

円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
17
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
６
千
１
６
８
万
５
千

円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
17
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
２
千
４
１
８
万
１
千

円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
16
年
度
川
内
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算

歳
入
…
…
27
億
９
千
５
０
８
万
５
千
４
５
５
円

歳
出
…
…
38
億
０
千
０
９
１
万
６
千
１
３
４
円

差
引
…
△
10
億
０
千
５
８
３
万
０
千
６
７
９
円

▼
平
成
16
年
度
川
内
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
６
億
７
千
４
６
６
万
１
千
６
１
１
円

歳
出
…
…
６
億
１
千
７
６
５
万
９
千
９
４
４
円

差
引
…
…
…
…
５
千
７
０
０
万
１
千
６
１
７
円

▼
平
成
16
年
度
川
内
町
老
人
保
健
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
５
億
１
千
４
１
９
万
０
千
３
１
４
円

歳
出
…
…
５
億
２
千
４
９
３
万
６
千
６
４
２
円

差
引
…
…
…
△
１
千
０
７
４
万
６
千
３
２
８
円

▼
平
成
16
年
度
川
内
町
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
４
億
１
千
８
０
２
万
９
千
９
２
３
円

歳
出
…
…
３
億
８
千
９
９
９
万
２
千
４
８
８
円

差
引
…
…
…
…
２
千
８
０
３
万
７
千
４
３
５
円

▼
平
成
16
年
度
川
内
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
３
億
０
千
４
６
８
万
０
千
５
３
６
円

歳
出
…
…
３
億
０
千
４
５
７
万
８
千
７
３
０
円

差
引
…
…
…
…
…
…
…
１
０
万
１
千
８
０
６
円

▼
平
成
16
年
度
大
畑
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算

歳
入
…
…
28
億
９
千
１
０
７
万
１
千
３
７
０
円

歳
出
…
…
35
億
４
千
６
８
６
万
２
千
５
２
２
円

差
引
…
△
６
億
５
千
５
７
９
万
１
千
１
５
２
円

▼
平
成
16
年
度
大
畑
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
８
億
２
千
６
０
８
万
８
千
５
６
８
円

歳
出
…
…
７
億
９
千
４
７
６
万
１
千
９
６
２
円

差
引
…
…
…
…
３
千
１
３
２
万
６
千
６
０
６
円

▼
平
成
16
年
度
大
畑
町
魚
市
場
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
…
…
１
千
５
４
１
万
４
千
６
５
２
円

歳
出
…
…
…
…
１
千
０
７
９
万
３
千
６
２
２
円

差
引
…
…
…
…
…
…
４
６
２
万
１
千
０
３
０
円

▼
平
成
16
年
度
大
畑
町
老
人
保
健
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
７
億
８
千
８
５
７
万
５
千
６
０
０
円

歳
出
…
…
７
億
３
千
９
３
１
万
８
千
０
６
０
円

差
引
…
…
…
…
４
千
９
２
５
万
７
千
５
４
０
円

▼
平
成
16
年
度
大
畑
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
２
億
３
千
１
８
７
万
９
千
７
７
６
円

歳
出
…
…
２
億
０
千
６
９
７
万
７
千
８
１
７
円

差
引
…
…
…
…
２
千
４
９
０
万
１
千
９
５
９
円

▼
平
成
16
年
度
大
畑
町
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
５
億
２
千
３
１
１
万
８
千
０
１
３
円

歳
出
…
…
５
億
２
千
８
４
２
万
９
千
７
８
７
円

差
引
…
…
…
…
…
△
５
３
１
万
１
千
７
７
４
円

▼
平
成
16
年
度
脇
野
沢
村
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
16
億
８
千
３
７
９
万
１
千
４
１
８
円

歳
出
…
…
22
億
０
千
４
６
１
万
７
千
９
１
１
円

差
引
…
△
５
億
２
千
０
８
２
万
６
千
４
９
９
円

▼
平
成
16
年
度
脇
野
沢
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
２
億
４
千
８
７
２
万
４
千
７
９
３
円

歳
出
…
…
２
億
１
千
５
６
０
万
７
千
１
０
４
円

差
引
…
…
…
…
３
千
３
１
１
万
７
千
６
８
９
円

▼
平
成
16
年
度
脇
野
沢
村
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
１
億
９
千
９
５
２
万
６
千
０
３
１
円

歳
出
…
…
１
億
８
千
４
４
０
万
６
千
６
５
８
円

差
引
…
…
…
…
１
千
５
１
１
万
９
千
３
７
３
円

▼
平
成
16
年
度
脇
野
沢
村
老
人
保
健
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
２
億
５
千
９
９
１
万
８
千
５
４
３
円

歳
出
…
…
２
億
５
千
５
５
０
万
２
千
０
６
２
円

差
引
…
…
…
…
…
…
４
４
１
万
６
千
４
８
１
円

▼
平
成
16
年
度
脇
野
沢
村
簡
易
水
道
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
１
億
０
千
１
６
０
万
６
千
２
８
７
円

歳
出
…
…
…
…
７
千
０
４
１
万
３
千
０
８
０
円

差
引
…
…
…
…
３
千
１
１
９
万
３
千
２
０
７
円

▼
平
成
16
年
度
脇
野
沢
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
２
億
２
千
０
７
４
万
０
千
３
０
８
円

歳
出
…
…
２
億
４
千
７
９
１
万
１
千
４
９
０
円

差
引
…
…
…
△
２
千
７
１
７
万
１
千
１
８
２
円

▼
平
成
16
年
度
川
内
町
水
道
事
業
会
計

決
算

収
益
的
収
入（
税
込
み
）

１
億
１
千
０
９
１
万
３
千
０
０
５
円

　
　

〃　
　
（
税
抜
き
）

１
億
０
千
６
０
１
万
４
千
７
５
８
円

収
益
的
支
出（
税
込
み
）

１
億
２
千
３
７
５
万
５
千
３
４
４
円

　
　

〃　
　
（
税
抜
き
）

１
億
２
千
３
５
６
万
７
千
４
２
１
円

◎
当
年
度
純
損
失

△
１
千
７
５
５
万
２
千
６
６
３
円



( 1 6 )

（２００５年・第６１４号）

一　

般　

質　

問

　

一
般
質
問
は
９
月
６
日
と
７
日
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
慶　

長　

德　

造

▼
観
光
行
政
に
つ
い
て

 

・
市
長
の
基
本
的
な
所
信
に
つ
い
て

 

・
年
度
毎
の
実
施
計
画
に
つ
い
て

 

・
観
光
協
会
に
つ
い
て

◎
鎌　

田
ち
よ
子

▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
よ
る
救
命
率
向
上
に
つ
い
て

 

・
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
発
達
障
害
支
援
に
つ
い
て 

 

・
本
市
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で

の
発
達
障
害
の
現
況
に
つ
い
て

 

・
総
合
的
な
支
援
に
つ
い
て 

◎
横　

垣　

成　

年

▼
入
札
制
度
に
つ
い
て

 

・
落
札
率
に
つ
い
て

 

・
同
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て 

 

・『
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
』の
教
科

書
に
つ
い
て

 

・
就
学
援
助
金
制
度
に
つ
い
て

▼
市
政
に
つ
い
て

 

・
大
型
公
共
事
業
と
福
祉
等
に
つ
い
て

◎
大　

澤　

敬　

作

▼
地
方
財
政
守
る
た
め
に
つ
い
て

 

・
地
方
交
付
税
、
国
庫
補
助
の
見
通
し
を
示
せ

▼
社
会
不
安
な
く
せ

 

・
福
祉
後
退
を
さ
せ
る
な

 

・
雇
用
ふ
や
す
施
策
示
せ

▼
産
業
振
興
に
つ
い
て 

 

・
漁
業
ホ
タ
テ
・
ナ
マ
コ
の
養
殖
す
す
め
よ

◎
柴　

田　

峯　

生

▼
人
事
院
の
給
与
勧
告
に
つ
い
て

 
・
８
月
15
日
勧
告
の
概
要
と
市
職
員
給
与
お
よ

び
市
財
政
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

 

・
勧
告
に
準
じ
た
場
合
の
旧
市
町
村
間
の
格
差

是
正
に
つ
い
て 

▼
市
政
運
営
等
に
つ
い
て 

 

・
任
期
中
の
政
策
の
積
み
残
し
課
題
等
に
つ
い
て

 

・
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

・
原
子
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
等
の
進
め
方
に
つ
い
て

 

・
通
年
会
期
等
の
考
え
方
に
つ
い
て

 

・
国
道
３
３
８
号
大
湊
バ
イ
パ
ス
の
整
備
促
進

の
課
題
に
つ
い
て

 

・
学
校
の
統
合
と
給
食
の
課
題
に
つ
い
て

◎
東　
　
　

健　

而

▼
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

 

・
市
長
選
の
対
応
と
雇
用
不
安
解
消
策
に
つ
い
て

 

・
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

 

・
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

▼
教
育
委
員
等
各
種
教
育
行
政
関
係
委
員
に
つ

い
て 

 

・
委
員
の
資
格
と
選
定
基
準
に
つ
い
て

 

・
委
員
は
広
範
囲
か
ら
の
登
用
を

 

・
学
校
行
事
へ
の
教
育
委
員
の
参
加
に
つ
い
て

▼
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
に
つ
い
て

 

・
過
去
の
使
用
を
特
定
で
き
る
か

 

・
患
者
の
把
握
と
今
後
の
対
策
を
し
め
せ

◎
澤　

藤　

一　

雄

▼
都
市
計
画
に
つ
い
て 

 

・
中
心
商
店
街
の
再
生
に
つ
い
て

▼
行
政
運
営
に
つ
い
て

 

・
伝
票
処
理
に
つ
い
て

 

・
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

◎
工　

藤　

孝　

夫

▼
商
店
の
発
展
と
地
域
経
済
に
つ
い
て

 

・
大
型
店
舗
法
の
規
制
緩
和
に
対
す
る
活
性
化
対
策

 

・
共
栄
・
共
存
の
対
応
策
に
つ
い
て

▼
雇
用
対
策
に
つ
い
て

 

・
自
然
・
森
林
保
全
の
た
め
の
事
業
の
実
施
拡

大
に
つ
い
て

▼
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て

 

・
新
市
全
地
域
に
わ
た
る
公
的
施
設
の
使
用
実

態
の
調
査
と
公
表
に
つ
い
て

 

・
緊
急
な
対
策
方
に
つ
い
て

資
本
的
収
入１

億
０
千
０
２
８
万
４
千
１
０
０
円

資
本
的
支
出１

億
２
千
６
１
４
万
２
千
７
９
９
円

不
足
額
２
千
５
８
５
万
８
千
６
９
９
円
は
、
次

の
資
金
で
補
て
ん
し
た
。

当
年
度
分
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額

３
４
１
万
３
千
６
２
３
円

当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

２
千
２
４
４
万
５
千
０
７
６
円

▼
平
成
16
年
度
大
畑
町
水
道
事
業
会
計

決
算

収
益
的
収
入（
税
込
み
）

１
億
８
千
７
５
９
万
９
千
６
１
８
円

　
　

〃　
　
（
税
抜
き
）

１
億
７
千
８
７
８
万
３
千
１
６
７
円

収
益
的
支
出（
税
込
み
）

１
億
７
千
４
６
１
万
２
千
２
０
６
円

　
　

〃　
　
（
税
抜
き
）

１
億
７
千
０
６
８
万
５
千
２
５
８
円

◎
当
年
度
純
利
益

８
０
９
万
７
千
９
０
９
円

資
本
的
収
入

２
千
６
４
０
万
２
千
２
７
８
円

資
本
的
支
出１

億
３
千
４
３
２
万
７
千
３
５
１
円

不
足
額
１
億
０
千
７
９
２
万
５
千
０
７
３
円

は
、
次
の
資
金
で
補
て
ん
し
た
。

当
年
度
分
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額

４
０
３
万
１
千
０
５
９
円

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

６
千
８
５
５
万
３
千
２
８
０
円

当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

３
千
５
３
４
万
０
千
７
３
４
円

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会
計

決
算

収
益
的
収
入（
税
込
み
）

13
億
０
千
１
０
１
万
９
千
２
３
５
円

　
　

〃　
　
（
税
抜
き
）

12
億
４
千
２
８
６
万
４
千
３
０
２
円

収
益
的
支
出（
税
込
み
）

12
億
１
千
９
５
８
万
８
千
４
７
９
円

　
　

〃　
　
（
税
抜
き
）

11
億
８
千
２
０
２
万
７
千
３
８
５
円

◎
当
年
度
純
利
益６

千
０
８
３
万
６
千
９
１
７
円

資
本
的
収
入６

億
８
千
７
７
９
万
９
千
７
０
０
円

資
本
的
支
出11

億
０
千
３
０
５
万
９
千
４
５
２
円

不
足
額
４
億
１
千
５
２
５
万
９
千
７
５
２
円

は
、
次
の
資
金
で
補
て
ん
し
た
。

当
年
度
分
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額

２
千
０
４
６
万
０
千
８
９
０
円

減
債
積
立
金

４
千
２
０
０
万
０
千
０
０
０
円

建
設
改
良
積
立
金５

千
５
９
５
万
１
千
０
５
８
円

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

２
億
９
千
６
８
４
万
７
千
８
０
４
円

報　

告

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会
計

継
続
費
精
算
報
告
書

　

平
成
５
年
度
か
ら
平
成
16
年
度
ま

で
の
老
朽
管
更
新
事
業
の
完
了
に
伴

い
、
精
算
報
告
す
る
も
の

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平

成
17
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
青

森
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
数
の
増
減
お
よ
び
青
森
県
市

町
村
等
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
）

　

平
賀
町
、
尾
上
町
お
よ
び
碇
ヶ
関

村
に
よ
る
平
川
市
の
設
置
、
こ
れ
に

伴
う
平
賀
・
尾
上
地
区
消
防
等
事
務

組
合
の
解
散
、
名
川
町
、
南
部
町
お

よ
び
福
地
村
に
よ
る
南
部
町
の
設
置
、

岩
木
町
、
相
馬
村
お
よ
び
弘
前
市
に

よ
る
弘
前
市
の
設
置
並
び
に
百
石
町

お
よ
び
下
田
町
に
よ
る
お
い
ら
せ
町
の

設
置
に
伴
い
、
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
数
の
増
減
お
よ
び
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、
協
議
が
あ
っ

た
も
の

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
青

森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
減
お
よ

び
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
）

　

前
項
と
同
じ
く
構
成
団
体
の
増
減

に
伴
い
、
協
議
が
あ
っ
た
も
の

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
青

森
県
消
防
補
償
等
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
数
の
増
減
お
よ
び
青

森
県
消
防
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
）

　

前
項
と
同
じ
く
構
成
団
体
の
増
減

に
伴
い
、
協
議
が
あ
っ
た
も
の

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平

成
17
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

５
千
３
２
４
万
円
の
増
額
補
正

〈
詳
し
く
は
〉

市
議
会
事
務
局

�

22

－

１
１
１
１
内
線
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７
３



( 1 7 )

（２００５年・第６１４号）

【
み
ん
な
の
消
費
生
活
展
】

（
下
北
文
化
会
館
）

▼
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
事
例
紹
介
講
座
（
参

加
者
に
は
粗
品
を
進
呈
）

▼
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
（
先
着
１
０
０
名
×
２
日
間
）

▼
消
費
生
活
・
暮
ら
し
・
健
康
等
相
談

コ
ー
ナ
ー

▼
消
費
生
活
・
暮
ら
し
・
健
康
・
食
育
・

農
業
等
展
示
コ
ー
ナ
ー

▼
包
丁
研
ぎ
コ
ー
ナ
ー
（
１
丁
３
０
０

円
・
１
人
３
丁
ま
で
）

▼
市
内
各
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
作
品
等
展

示
即
売
コ
ー
ナ
ー

▼
地
場
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー 

ほ
か

【

産

業

ま

つ

り

】

（
市
民
体
育
館
お
よ
び
そ
の
周
辺
）

▼『
か
さ
ま
い
鍋
』に
よ
る
鍋
物
提
供

▼
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト（
先
着
２
０
０
名
×
２
日
間
）

▼
大
抽
選
会
、
敗
者
復
活
抽
選
会

▼
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
落
語
／
津
軽
三
味
線
・
民
謡
シ
ョ
ー
／
吹
奏
楽
演

奏
会
／
各
種
団
体
の
発
表
会
等
／
歌
謡
シ
ョ
ー
）

▼
Ｆ
Ｍ
ア
ジ
ュ
ー
ル
特
別
番
組

▼『
下
北
初（
発
）』企
業
、
工
業
技
術
の
紹
介

▼
『
新
む
つ
市
』の
地
場
産
業
の
紹
介
・

体
験
・
実
演

▼
地
場
産
品
販
売

▼
飲
食
・
露
店
コ
ー
ナ
ー 

ほ
か

〈
そ
の
他
〉

　

開
催
日
の
数
日
前
に
、
新
聞
に
チ

ラ
シ
の
折
込
み
を
行
な
う
予
定
で
す

の
で
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
ち
ら
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。
な
お
、
都
合
に
よ
り

内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

 

・
み
ん
な
の
消
費
生
活
展

市
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

�
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線
５
４
３

 

・
産
業
ま
つ
り

む
つ
商
工
会
議
所
振
興
課

�
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２
２
８
２

第
37
回
『
み
ん
な
の
消
費
生
活
展
』

第
８
回
『

産

業

ま

つ

り

』

　

今
年
も
『
み
ん
な
の
消
費
生
活
展
』と
『
産
業
ま
つ
り
』を
、
10
月
15
日
（
土
）・
16

日
（
日
）の
２
日
間
、
同
日
開
催
い
た
し
ま
す
。
消
費
生
活
展
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
消
費
者
問
題
や
毎
日
の
暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と
が
ら
を
、
パ
ネ
ル
展
示
や

相
談
、
実
演
等
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
産
業
ま
つ
り
で
は『
新
む
つ
市
』

誕
生
を
記
念
し
、
む
つ
市
お
よ
び
下
北
地
域
の
モ
ノ
、
技
能
・
技
術
者
、
企
業
・

団
体
等
を
一
同
に
集
め
、
み
な
さ
ま
に
紹
介
・
販
売
し
ま
す
。

　

各
コ
ー
ナ
ー
と
も
趣
向
を
凝
ら
し
、
み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
近
所
、
お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

下
北
半
島
に
昔
か
ら
あ
る
樹
木
を
植

樹
し
、
営
利
の
た
め
で
は
な
い
『
本
物

の
森
』、
ふ
る
さ
と
の
森
を
再
生
す
る

た
め『
ふ
る
さ
と
の
森
』植
樹
祭
を
開
催

し
ま
す
。

　

当
日
は
、
植
物
生
態
学
の
権
威
、
横

浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
の
宮
脇
昭
氏
も

参
加
さ
れ
、
直
接
植
樹
の
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉10
月
10
日（
祝
）　
※
小
雨
決
行

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

〈
集
合
場
所
〉

旧
大
畑
線
水
木
沢
防
風
林
跡

（
渡
辺
水
産
、
田
村
ス
タ
ン
ド
そ
ば
）

『
ふ
る
さ
と
の
森
』
植
樹
祭 

〜
あ
な
た
の
手
か
ら
森
が
生
ま
れ
る
〜

〈
申
込
方
法
〉

　

電
話
、
ま
た
は
当
日
直
接
受
付
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
定
員
〉５
０
０
名

〈
準
備
す
る
も
の
〉

 

・
植
樹
の
で
き
る
服
装（
長
そ
で
・
長
ズ

ボ
ン
等
）

 

・
雨
具

〈
そ
の
他
〉

　

お
に
ぎ
り
、
飲
み
物
、
軍
手
は
主

催
者
で
準
備
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

Ｎ
Ｐ
О
法
人
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｕ
・
西
沢

�
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第10回 まさかりプラザ ふれあい市場

〈い　つ〉10月８日（土）・９日（日）

　　　　　　午前10時～午後３時

〈どこで〉 むつ市イベント広場

〈詳しくは〉

まさかりプラザ�22-0909



( 1 8 )

（２００５年・第６１４号）

　９月14日 ／ 脇野沢地区敬老会

　９月１日 ／ 市制施行46周年記念表彰式

　去る9月14日、九艘泊地区公民

館において脇野沢地区の敬老会が開

催されました。

　敬老会では、今年度に85才を迎

えられる方々へ、むつ市社会福祉協

議会長から赤い座布団が贈られたほ

か、今年度に100才を迎えた田中ふ

みさんへ、市長から青森県知事顕彰

状の伝達と、むつ市顕彰状と祝い金

が贈られました。

　その後のアトラクションでは、脇

野沢保育園のお遊戯や、日赤奉仕団・

老人クラブ・ボランティアの方々に

よる舞踊、また出席者や来賓の方々

によるカラオケが披露され、 永年の

労をねぎらい長寿を祝いました。

　去る9月１日、下北文化会館大ホールにおいて市制施行46周年記念表彰式が行なわれました。

　式では、永年にわたり各分野でご功績のあった方々、またご活躍された方々684名に表彰状、感謝状および記念品が贈ら

れました。



( 1 9 )

（２００５年・第６１４号）

　９月14日～16日 ／ 大畑八幡宮例大祭

　９月17日 ／ 柳町保育所運動会



( 2 0 )

（２００５年・第６１４号）

中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ル
ー
マ
ニ
ア
）
料
理
教
室

　

農
畜
産
国
の
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
ス
ー

プ
や
煮
込
み
、
肉
の
グ
リ
ル
な
ど
、
素

朴
な
料
理
が
中
心
で
す
。

〈
い
つ
〉

10
月
〜
12
月（
月
２
回
）の
合
計
６
回

午
後
７
時
〜
９
時

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
調
理
室

〈
参
加
費
〉１
千
３
０
０
円

〈
講
師
〉タ
カ
ミ
・
マ
リ
ネ
ラ
氏

〈
準
備
す
る
も
の
〉

 
・
エ
プ
ロ
ン　

 

・
三
角
布

〈
申
込
締
切
〉10
月
７
日（
金
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

ウ
チ
ダ
事
務
器

�
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８
３
１
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Oktoberfest Wine Seminar
オクトーバーフェスト　ワインセミナー

　ドイツのミュンヘンで行なわれる世界一大きなお酒の祭

りであるオクトーバーフェスト（ドイツ語で10月祭という意味）

を祝うために、10月21日（金）オクトーバーフェスト・ワ

インセミナーを開催いたします。

　テーマはもちろんドイツのワインですが、ほかの国のワ

インも楽しむことができます。

　当日はワインに合わせてみたい料理を一品お持ちください。

　　〈い　　つ〉　１０月２１日（金）・午後７時～９時
　　〈ど こ で〉　まさかりプラザ３階催事場
　　〈会　　費〉　３千円　※締め切りまでにお支払いください。
　　〈定　　員〉　４０名（先着順）
　　〈準備するもの〉　ワインに合わせてみたい料理
　　〈申込締切〉　１０月１１日（火）

〈問合せ・申込先〉

市役所秘書課国際交流員・ナン・タイ（Ｔ・Ｊ）
�２２－１１１１内線１６３

〈
い
つ
〉10
月
30
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ『
多
目
的
ル
ー
ム
』

　
　
　
　
　
　
『
エ
デ
ュ
ト
ー
プ
』

〈
ど
ん
な
〉

　

巣
箱
を
２
個
つ
く
り
、
１
個
は
エ

デ
ュ
ト
ー
プ
へ
設
置
。
も
う
１
個
は

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
講
師
〉

下
北
野
鳥
の
会
事
務
局
長　

今　

兼
四
郎　
氏

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ　

ア
テ
ン
ダ
ン
ト

ふ
れ
あ
い
福
祉
展

　

市
内
の
福
祉
施
設
や
福
祉
団
体
等

の
作
品
を
展
示
・
即
売
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
福
祉
へ
の
理
解
と
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉

 

・
10
月
８
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

・
10
月
９
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

展
示
ホ
ー
ル
・
大
集
会
室
ほ
か

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
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１
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１
内
線
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10
月
ト
ン
ト
ゥ
イ
ベ
ン
ト 

巣
箱
づ
く
り
教
室

〈
対
象
〉

小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
の
親
子

〈
定
員
〉10
組（
先
着
順
）

〈
参
加
費
〉無
料

〈
準
備
す
る
も
の
〉

 

・
金
づ
ち

 

・
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
（
＋
・
－
）

〈
申
込
方
法
〉

　

電
話
ま
た
は
直
接
受
付
け
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
開
始
〉

10
月
11
日（
火
）・
午
前
９
時
30
分
〜

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設『
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
』

�

48

－

２
７
７
７

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

食
事
づ
く
り
や
お
手
伝
い
は
、
家

庭
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
る

良
い
機
会
で
す
。

　

家
族
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉

①
10
月
22
日（
土
）・
し
も
き
た
パ
エ
リ
ア

②
11
月
19
日（
土
）・
ミ
ラ
ク
ル
ぎ
ょ
う
ざ

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
調
理
室

〈
対
象
〉小
学
生
と
そ
の
家
族
。

※
託
児
あ
り
。

〈
定
員
〉各
30
名

〈
受
講
料
〉無
料

〈
準
備
す
る
も
の
〉

 

・
エ
プ
ロ
ン　

 

・
三
角
巾

〈
申
込
締
切
〉10
月
12
日（
水
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係
・
工
藤

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
４
６

相
手
を
も
私
を
も
勇
気
づ
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　

子
育
て
中
の
方
、
人
間
関
係
を
改
善

し
た
い
方
、
福
祉
や
仕
事
に
役
立
て
た

い
方
、
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉

①
10
月
22
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

②
10
月
23
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
第
一
集
会
室

〈
ど
ん
な
〉

①『
聴
き
方
と
応
じ
方
』ほ
か

②『
つ
な
が
っ
て
い
る
思
い
』

〈
講
師
〉カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　
鳴　

海　

敏　

之

〈
定
員
〉30
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
そ
の
他
〉

 

・
い
ず
れ
か
１
日
で
も
構
い
ま
せ
ん

 

・
児
童
・
乳
幼
児
の
同
伴
も
歓
迎
で
す

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

み
ち
の
く
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
会

�

０
１
７
２

－

53

－

９
６
１
６
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【10・11・12月探求コーナーのお知らせ】

  10月から『電子発見の歴史を調べよう』に替わり『光の不思

議を調べよう』を開催します。また『ミクロの世界を調べよ

う』は来年４月までお休みとなります。開催日は、第２・４

土曜日、毎週日曜日、祝日です。メニューは次のとおりで

すので、ご来館の際にはお気軽にご参加ください。

◎超低温の世界を調べよう　11:00～ 11:30

　－196℃の液体窒素を使って、色々なものが超低温で

起こす不思議な現象を体験できます。

◎光の不思議を調べよう　　14:00～ 14:30

　エジソンが発明した電球を紹介するほか、レーザー光

線を使った光通信の実験もご覧いただけます。

【10・11・12月コミュニケーションシアターのご案内】

 　10月から『しぜんとあそぼ～ホタル～』に替わり、『きの

こ』（１５分間）を上映いたします。普段、なかなか見ること

のできないきのこの秘密をこっそり教えます。

　当館にお越しの際は、コミュニケーションシアターへも

足を運んでみてください。

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092
� www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

婦人学級郷土料理教室
婦人学級生と一緒に郷土料理を作ってみませんか？

　市内には11の婦人学級があり、生活に密着した学習会、料

理、手芸講座など様々なことを学んでいます。興味のある方は、

この機会にぜひ参加してみませんか？

　一緒に下北の郷土料理を作りながら、婦人学級の雰囲気を

味わってみてください。

　参加したい方は、開催日の７日前までに、各学級長へ直接

お申込みください。

いつ どこで
学級名

連絡先
学級長名

10月9日 (日 )

9：00～13：00
大曲コミュニティセンター

大曲婦人学級
�23-2662

中　田　正　江

11月6日 (日 )

10：00～13：00
仲 町 集 会 所

仲町婦人学級
�23-2807

佐々木　玲　子

11月 8日（火）

9：30～14：00
下北文化会館

小川町婦人学級
�24-0101

小野寺　敏　子

11月9日 (水 )

9：30～13：00
市中央公民館

あしざき婦人学級
�29-1920

会　田　ハルヱ

11月9日 (水 )

9：00～15：00
下北文化会館

柳町婦人学級
�22-4124

高　坂　英　子

※メニューについては、申込時に各学級へ直接お問い合わせください。

〈参加費〉500円（材料費）

〈準備するもの〉エプロン、三角巾、メモ

〈詳しくは〉

市中央公民館�24-1224（担当：佐藤）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

〈
受
付
期
間
〉

　

10
年
3
月（
月
）〜
10
月
7
日（
金
）

〈
入
居
予
定
日
〉12
年
1
月（
木
）

〈
概
要
〉

県
営
住
宅
山
田
団
地

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

1
戸

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
県
土
整
備
事
務
所
建
築
指
導
課

�

22

－

８
５
８
１
内
線
２
７
５

紹介します！【宝くじ助成事業】
　田名部まつりの山車運行を担う五町で構成される

『田名部の山車行事保存会』は、（財）自治総合センター

の平成17年度宝くじ助成事業により助成を受けました。

　今年度は、袢纏・帯・提灯を整備し、今後さらに

地域の祭りを盛り上げようと意気込んでいます。

〈詳しくは〉

市広報広聴課 �22-1111内線 253
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詳しくは市立図書館へ

�28-3500

  28-3400

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・

10月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

� � � � � � 1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 � � � � �

は休館日です。

メディアは戦争にどうかかわってきたか

この世に人を殺してもいい日はない

子どもたちの８月１５日

太平洋戦争とは何だったのか

『 終 戦 日 記 』 を 読 む

原 爆 体 験

東北ふるさとの昔ばなし

モッタイナイで地球は緑になる

憲法を変えて戦争へ行こうという世の中にしないための１８人の発言

殴り殺される覚悟で書いた親日宣言

よくわかる土地建物の法律

はじめてのネット株入門教室

損 害 保 険

その話し方がクレームを生む

遊ぶ奴ほどよくデキる！

飲 食 店 完 全 バ イ ブ ル

ゴールデンマーケットを拓く

大 型 店 と ま ち づ く り

直線縫いでダダダッとつくるワンピース

手 袋 い ぬ と 靴 下 ざ る

ち く ち く 針 し ご と

布で作る暮らしの和こもの

素材を愉しむアイスクリームレシピ

至 福 の お 遣 い も の

木 下 和 寛

鈴 木 健 二

岩波新書編集部

クリストファー・ソーン

野 坂 昭 如

浜 谷 正 晴

佐々木　徳　夫

ワンガリ・マータイ

井 筒 和 幸 ほ か

チョ・ヨンナム

三 木 邦 裕

大　竹　のり子

柳　沢　美由紀

小　林　作都子

大 前 研 一

吉 田 文 和

国民生活金融公庫総合研究所

矢 作 　 弘

渡 部 サ ト

金　森　美也子

伊 藤　 ま さ こ

パッチワーク通信社

小 峰 敏 宏

ＴＢＳ「はなまるマーケット」制作スタッフ

【 図書・評論・心理学 】

【 歴 史・ 紀 行 】

【 社 会・ 教 育 】

【 手 芸・ 料 理 】

さ よ な ら バ ー ス デ ィ

サ ウ ス バ ウ ン ド

六 〇 〇 〇 度 の 愛

恋 刃

切 れ な い 糸

な ぎ さ の 媚 薬 ２

胡 蝶 の 鏡

一 千 一 秒 の 日 々

後 ろ 向 き で 歩 こ う

曹 操 残 夢

海 国 記   上 ・ 下

旧 宮 殿 に て

ラ イ ヴ

東 京 タ ワ ー

し ろ い や み の は て で

い っ ぱ い な か よ し

あ な

か む か む

パパと１０にんのこども

しあわせのちいさなたまご

よ し お 君 と で ろ り ん

女 性 の 権 利

会 津 藩

青 森 県 の り ん ご

詩 集  ゆ め 旅

歌 文 集  斗 南

荻 原 　 浩

奥 田 英 朗

鹿島田　真　希

五 条 　 瑛

坂 木 　 司

重 松 　 清

篠　田　真由美

島 本 理 生

大 道 珠 貴

陳 　 舜 臣

服 部 真 澄

三 雲 岳 斗

山 田 悠 介

リリー・フランキー

きむら　ゆういち

か さ い　 ま り

片 山 令 子

カ ム カ ム ズ

ベネディクト・ゲッティエール

ルース・クラウス

しんどう　こうぞう

赤 松 良 子

野 口 信 一

杉 山 　 芬

一 戸 　 郎

倉 成 ト キ

【 児 童 よ み も の 】

【 郷 土 資 料 】

１０分でできる！子どもの好きなおやつ

糖尿病のみなさん、360kcal のフルコースを召し上がれ。

バ セ ド ウ 病

人 体 常 在 菌 の は な し

いのちはどこからきたの？

それでもやっぱりがんばらない

人間、生きているだけで、ありがとう

骨 盤 教 室

家 訓 づ く り の す す め

よくわかる住宅リフォーム業界

本質を暮らす贅沢な家。

地震のすべてがわかる本

知りたいことがすぐにわかるバイクのメカ知識 222

決定版 暮らしの裏ワザ知
しっとく

得メモ 888

カンタン節約術あの手この手の便利帳

今すぐマンガが描ける本

こだわり宣言！日帰り湯 2006 東北編

『道の駅』とうほくガイド

ビ バ ★ い な か も ん！

ひ と り ず も う

土 の 中 の 子 供

天切り松闇がたり　第４巻

浄 土 の 帝

ポ セ イ ド ン の 涙

ま ぼ ろ し

東 京 Ｄ Ｏ Ｌ Ｌ

山 崎 典 子

田 中 範 正

伊 藤 公 一

青 木 　 皐

大　葉　ナナコ

鎌 田 　 実

野 坂 礼 子

寺 門 琢 己

浅 見 政 資

八 木 正 勝

田 中 慶 明

土 井 恵 治

米 山 則 一

主 婦 の 友 社

ホームライフセミナー

美 術 出 版 社

Ｊ Ａ Ｆ 出 版 社

無 明 舎 出 版

永 浜 敬 子

さくら　ももこ

中 村 文 則

浅 田 次 郎

安　部　竜太郎

安 東 能 明

生 田 紗 代

石 田 衣 良

【 健 康・ 生 活 】

【  文 学  】

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � �

郷土の本
＆

話題の本

『定年後は楽しい』山口吾一郎（2005 年刊）

定年後、都会から故郷へＵターンした著者の体験談。田舎での老後

を考えている方にお勧めです。

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
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春

夏

秋

冬

短　歌

そ
こ
は
か
と
な
き
淋
し
さ
は
何
な
ら
ん
光
芒
放
ち
て
夏
至
の
陽
沈
む

本　

山　

彦　

司

ゆ
さ
ゆ
さ
と
咲
き
盛
り
た
る
栗
の
花
の
放
つ
異
臭
が
風
に
た
だ
よ
ふ

村　

上　

幸　

江

檜
葉
林
の
つ
づ
く
道
辺
に
う
す
紅
の
谷
空
木
咲
き
霊
場
近
し

畑　

中　

京　

子

声
を
か
け
夫
は
ゆ
っ
く
り
切
り
放
す
鴉
の
脚
に
絡
み
た
る
網

浜　

田　

さ
つ
子

い
く
さ
の
日
を
餓
鬼
の
ご
と
凌
ぎ
生
き
し
か
ば
珈
琲
も
知
ら
で
青
春
す
ぎ
き

伊
勢
田　

末　

定

俳　句

こ

の

村

に

そ

ば

屋

は

二

軒

蕎

麦

の

花

立　

花　

恵　

子

深

山

の

掬

い

飲

む

手

の

涼

し

か

り

吉
田　

か
つ
よ
詩

赤

と

ん

ぼ

耳

底

に

あ

る

幼

な

歌

深　

貝　

津　

弥

合

同

句

碑

親

し

む

み

な

天

高

し

太　

田　

嶺　

伸

む

く

げ

咲

く

道

に

声

置

く

選

挙

カ

ー

相　

馬　

楓　

子

お

だ

や

か

に

二

百

十

日

の

お

わ

ら

節

菊　

池　

千　

州

靴

底

に

舗

道

の

ほ

て

り

日

の

盛

り

阿　

部　

隆　

子

涼

風

や

施

設

の

夫

の

坊

主

刈

大　

竹　

伊　

保

川　柳

窓

全

開

鴎

に

な

っ

て

翔

ぶ

朝

だ

高　

橋　

星　

湖

母

が

呼

ぶ

声

が

し

て

く

る

鉄

格

子

布　

施　

順　

風

〈
い
つ
〉10
月
17
日（
月
）〜
20
日（
木
）

午
前
９
時
〜
11
時

２
時
間
×
４
日
＝
８
時
間

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

〈
ど
ん
な
〉

　

は
じ
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
方
を

対
象
に
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
の
講
習
で
す
。

〈
対
象
〉

　

20
才
以
上
の
市
内
在
住
の
方
で
、

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
。

※
受
講
経
験
の
あ
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〈
定
員
〉10
名（
先
着
順
）

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
急
速
に
少
子
化
が

進
む
中
で
、
労
働
者
が
仕
事
と
家
庭
を

両
立
し
、
働
き
な
が
ら
男
女
と
も
に
子

ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た

め
に
、
社
会
一
般
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
育
児
・

介
護
休
業
法
お
よ
び
各
種
助
成
金
等
に

関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
中
央
公
民
館
Ｉ
Ｔ
講
座

〈
受
講
料
〉無
料

〈
準
備
す
る
も
の
〉筆
記
用
具

〈
申
込
開
始
〉

10
月
３
日（
月
）・
午
前
８
時
30
分
〜

※
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

〈
そ
の
他
〉

※
『
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
』
単
位
認
定

講
座
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
次
回
は
11
月
14
日
（
月
）
〜
17
日
（
木
）

の
予
定
で
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
中
央
公
民
館

�

24

－
１
２
２
４

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

〈
い
つ
〉10
月
21
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

〈
ど
こ
で
〉

ホ
テ
ル
青
森
３
階『
善
知
鳥
の
間
』

〈
対
象
〉

　

事
業
主
、人
事
労
務
担
当
者
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

〈
参
加
料
〉無
料

〈
申
込
締
切
〉

10
月
18
日（
火
）ま
で
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

（
財
）21
世
紀
職
業
財
団
青
森
事
務
所

�

０
１
７

－

７
７
６

－

２
０
２
８
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生涯学習フェア

弘前大学生涯学習講演会

イ ベ ン ト 情 報
イ ベ ン ト 開催地 期　日 お問い合わせ 電話番号

忍 者 展 八 戸 市 ９月23日～ 11月６日 八 戸 市 博 物 館 0178 -44 - 8111

たっこにんにくとべごまつり 田 子 町 10月１日～２日 田子町企画振興課 0179 -32 - 3111

津軽深浦チャンチャンまつり 深 浦 町 10月 15日～ 16日 深浦町観光協会 0173 -74 -3320

十 二 湖 ま つ り 深 浦 町 10月 15日～ 16日 深 浦 町 観 光 課 0173 -74 - 2111

世界自然遺産白神山地の自然展 青 森 市 10月１日～ 31日 県 立 郷 土 館 01 7 - 7 7 - 1 5 8 5

～いつでも・どこでも・だれでも～～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり生涯学習のまちづくり
生涯学習に関するご相談は市教育委員会まで生涯学習に関するご相談は市教育委員会まで

生涯学習課生涯学習課 ��22-1111内線 73222-1111内線 732 中央公民館中央公民館 ��24-122424-1224

保健体育課保健体育課 ��22-1111内線 74222-1111内線 742 川内公民館川内公民館 ��42-311342-3113

市立図書館市立図書館 ��28-3500　　　　28-3500　　　　 大畑公民館大畑公民館 ��34-232134-2321

脇野沢公民館脇野沢公民館 ��44-211044-2110

　

こ
の
講
座
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
が

興
味
・
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

体
系
的
・
継
続
的
に
学
習
し
、
そ
の
成

果
を
生
か
し
て
社
会
参
加
で
き
る
よ
う

総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
に
開
設
し
て

い
る
も
の
で
す
。

◎
海
藻
押
し
葉
づ
く
り
実
習
ほ
か

〈
い
つ
〉10
月
７
日（
金
）午

前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館

シ
ェ
ル
ホ
ー
ル（
川
内
地
区
）

◎
大
学
公
開
講
座
を
ビ
デ
オ
で
視
聴

〈
い
つ
〉10
月
19
日（
水
）・
11
月
８
日（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館

〈
ど
ん
な
〉

 

・
10
月
19
日（
水
）

『
続
・
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
』

 
・
11
月
８
日（
火
）

『
日
常
生
活
と
健
康

〜
運
動
そ
し
て
食
生
活
〜
』

◎
講
義

〈
い
つ
〉11
月
１
日（
火
）・
22
日（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館

〈
テ
ー
マ
・
講
師
〉

 

・
11
月
１
日（
火
）

『
地
獄
・
極
楽
』

東
通
村
円
流
寺
住
職　

松　

木　

成　

雄　
氏

 

・
11
月
22
日（
火
）

『
の
ぞ
い
て
み
よ
う　

む
つ
湾
の
生
き
物
』

シ
ェ
ル
ホ
ー
ル
館
長　

五
十
嵐　

健　

志　
氏

〈
定
員
〉各
30
名（
先
着
順
）

〈
参
加
費
〉無
料

※
海
藻
押
し
葉
作
り
実
習
は
、
自
己
負
担
が

あ
り
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

下
北
教
育
事
務
所
・
齋
藤

�

28

－

２
３
０
０

『
食
べ
物
の
安
全
性
は

確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
』

　

弘
前
大
学
生
涯
学
習
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
農
学
生

命
科
学
部
教
授
の
戸
羽
隆
宏
氏
に
よ

る
『
食
べ
も
の
の
安
全
性
は
確
保
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
』と
題
し
た
講
演

を
開
催
し
ま
す
。

　

毎
日
食
べ
て
い
る
も
の
の
安
全
性

は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
た
く

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉10
月
７
日（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
視
聴
覚
室

〈
定
員
〉50
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
涯
学
習
課

�

22

－

１
１
１
１
内
線
７
３
２

※
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
認
定
講
座
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

青
森
県
民
カ
レ
ッ
ジ『
あ
お
も
り
学
講
座
』

　

第
46
回
青
森
県
美
術
展
覧
会
は
絵

画
、
彫
刻
、
工
芸
、
写
真
、
書
な
ど
を

展
示
い
た
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉10
月
６
日（
木
）〜
９
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
９
日
・
午
後
３
時
30
分
）

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
川
内
体
育
館

〈
詳
し
く
は
〉

㈳
青
森
県
文
化
振
興
会
議

�

０
１
７

－

７
７
３

－

５
５
３
３

県
展
２
０
０
５（
第
12
回
移
動
展
）
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（２００５年・第６１４号）

姉妹都市

　７月28日、私は通訳としてむつ市の派遣団と一緒に姉妹

都市締結10周年記念式典に参加するためにポートエンジェ

ルス市へ行きました。むつ市の派遣団のメンバーは宮下むつ

市議会議長、牧野教育長、佐井田名部高校の教頭先生のほか、

担当職員が同行しました。

　シアトル空港に着いてから、シアトル市内を視察しなが

ら、車でポートエンジェルスに向かいました。ポートエン

ジェルスはシアトルから車で３時間くらいのところに位置し

ています。ポートエンジェルスに着き、ポートエンジェル

スの国際交流団体のＰＩＲＡ (Peninsula International Relations 

Association) が歓迎の夕食会を主催してくれました。

　７月 29日、ポートエンジェルス市の視察をしました。

ポートエンジェルス市役所で市議会議員と面会し、７月28

日から８月２日までの間を "Japanese 

Friendship Days"（日本友情の日々）と宣

言するという市長からのメッセージを

いただき、助役に市役所を案内しても

らいました。ポートエンジェルスの教

育委員会との会議で教育方法について

意見交換もしました。ペニンスラ大学

やChoiceという高校の選択コース、そ

して地域の木工業の団体が講師を務め

るFuture Builders Association という職

業訓練で高校生の手によってに建てられた家を見学しまし

た。Choice School では高校生が普通の授業の代わりに職業

的な料理や木工業、工業など専門的なコースを受けられます。

地域の様々な会社はチョイスの授業の材料を寄贈し、卒業生

をより簡単に入社させますので、それぞれの専門に興味を

持っている生徒や普通の授業に向いていない生徒にも地域の

経済にもとてもいいプログラムだと思います。Future Builders 

Associationというプログラムで建てられた家は建売住宅とし

て販売されているそうです。

　７月30日、フレンドシップブリッジ（ポートエンジェルス

市のボランティアによって作られた姉妹都市を記念する橋）

に集合し、ＰＩＲＡのチャック・ラベア会長が企画した日時

計プロジェクトが紹介されました。日時計は竹で作られ、完

成した日時計の針の下は地球を通ってむつを指し示すという

ことです。また、日時計の文字盤には時差のある両市に同時

に日が差す時刻が表示されるそうです。

その後すぐ、姉妹都市締結10周年記念式典がポートエンジェ

ルスの公民館で行なわれました。ＭＩＲＡ（むつ国際交流会：

Mutsu International Relations Association）からは佐々木会長の

ほか、２人の役員と５人の中・高校生が参加し、大勢の姉妹

都市交流に関係しているポートエンジェルスの人々のほか、

様々な地域からの参加者がありました。日本文化の展示品が

あり、佐々木会長が撮影した下北半島の写真が展示されたほ

か、宮下議長と牧野教育長が書道のデモンストレーションを

しました。ＰＩＲＡの初代会長のデビッド・ベントリーは主

催者として式典を進行し、また宮下議長、

牧野教育長、ポートエンジェルス市教育

長のゲーリー・コーン、助役のゲーリー・

ブラーンからお祝いの言葉が述べられまし

た。

　グランドフィナーレでは、シアトルを中

心に活動している『ワン・ワールド・太鼓』

というグループが現在の音楽のリズム感

を取り入れた伝統的な日本の太鼓を演奏

しました。

　今まで２回通訳者としてむつからの派遣団と一緒にポート

エンジェルスに行きました。１回目はジュニア大使派遣事業

でむつ市教育委員会の先生とポートエンジェルスの中学校を

見学しました。２回ともポートエンジェルスの人々は暖かい

心で私たちを歓迎し、お世話してくれましたので、この姉妹

都市交流が両市の住民に大切な交流だとい

うことが分かるようになりました。個人的

にも両市で良い友達と良い思い出ができま

したので、むつとポートエンジェルスの姉

妹都市の交流が広がり、むつ市のみなさん

がよりポートエンジェルスの人々とふれあ

うことができればいいと思います。
Ｔ .Ｊ

下北文化会館・大ホール10月の催し物案内

�１日 （土）14:00 ～ 16:00 ……………………………………《入場無料》

 大平中学校第 24回定期演奏会

�１日 （土）19:00 ～………………………………………………《入場券》

 マエダファミリーコンサート 『音楽夢講座』

�８日 （土）14:00 ～………………………………………………《整理券》

 海上自衛隊大湊音楽隊『市民とのふれあいコンサート』

�９日 （日）9:30 ～ 11:45………………………………………《入場無料》

 むつひまわり幼稚園『おゆうぎ会』

�10 日 （祝）14:00 ～……………………………………《自由席 5,300 円》

 （財）民主音楽協会東北センター『菅原洋一＆北原ミレイ コンサート』

�20 日 （木）19:00 ～…………《自由席／一般 3,000 円・学生 1,000 円》

 祝 新むつ市誕生 ～山と海からの風のなかで３～『立原ちえ子ソプラノコンサート in むつ』

�22 日 （土）13:00 ～ 16:30 ……………………………………《入場無料》

 田名部中学校文化祭『合唱コンクール』

�23 日 （日）10:00 ～ 11:30 ……………………………………《入場無料》

 大湊幼稚園合奏発表会

〈詳しくは〉下北文化会館 �22-8411
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（２００５年・第６１４号）

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室 むつ地区

10月21日（金） 平成17年２月生まれおよび平成17年６月生まれの乳児
10:10 ～ 10:20 下北文化会館集会娯楽室

赤ちゃん教室（予防接種） むつ地区

10月21日（金）生後４か月～９か月になるまでの乳児
13:10 ～ 13:20 下北文化会館集会娯楽室

赤ちゃん相談 川内地区

10月20日（木）生後４か月～９か月になるまでの乳児
9:20 ～ 9:40 健康管理センター

赤ちゃん相談 大畑地区

10月13日（木） ①平成17年６月生まれ　②平成17年２月生まれ
① 10:00 ～ 10:30 ② 13:00 ～ 13:30総合福祉センター（ふれあいかん）

赤ちゃん相談 脇野沢地区

10月25日（火）生後３か月～１才未満の乳児

10:30 ～ 12:00 九艘泊地区公民館

乳幼児健康診査 大畑地区

10月20日（木） 平成16年７月～10月生まれの乳幼児
11:45 ～ 12:00 総合福祉センター（ふれあいかん）

10か月児健康診査 むつ地区

10月28日（金）平成16年12月生まれの乳児
13:00 ～ 13:10 下北文化会館検査検診室

１才６か月児健康診査 むつ地区

10月７日（金）平成16年３月生まれの幼児
13:00 ～ 13:20 下北文化会館検査検診室

１才６か月児健康診査 大畑地区

10月20日（木） 平成15年12月～平成16年３月生まれの幼児
12:30 ～ 13:00 総合福祉センター（ふれあいかん）

１才６か月児健康診査 脇野沢地区

10月21日（金）平成16年１月～４月生まれの幼児
12:30 ～ 12:45 脇野沢診療所

２才児健康診査 むつ地区

10月12日（水）平成15年４月生まれの幼児
13:00 ～ 13:20 下北文化会館検査検診室

２才児健康診査 脇野沢地区

10月21日（金）平成15年１月～４月生まれの幼児
12:45 ～ 12:55 脇野沢診療所

３才児健康診査 むつ地区

10月６日（木）平成14年４月生まれの幼児
12:00 ～ 12:20 下北文化会館技術訓練室

健康なんでも相談 全地区

毎週火～金曜日 保健師や栄養士がご相談をお受けします
13:00 ～ 15:00 市健康推進課健康相談室

10月の健康相談（糖尿病）・予約制 全地区

毎 週 月 曜 日 保健師や栄養士がご相談をお受けします
13:00 ～ 15:00 市健康推進課健康相談室

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、
10
月
１
日

か
ら
次
の
と
お
り
、
秋
の
番
組
『
祭
の

夜
と
５
人
の
泥
棒
』を
投
影
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
観
覧
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

〈
い
つ
〉毎
週
土
曜
日

①
午
前
10
時
〜　

②
午
後
２
時
〜

〈
観
覧
料
〉

 
・
大
人
…
…
…
…
…
…
…
２
２
０
円

 
・
３
才
〜
中
学
生
…
…
…
１
０
０
円

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
文
化
会
館

�

22

－
８
４
１
１

下
北
文
化
会
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
新
番
組
の
お
知
ら
せ

　

自
然
体
験
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
必
要
な
、
カ
ヌ
ー
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
、
海
洋
生
態
学
、
安
全
管
理
と

救
急
蘇
生
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

海

辺
の

達

人

養

成

講

座

〈
い
つ
〉

10
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）

・
29
日（
土
）・
30
日（
日
）の
全
４
回

〈
ど
こ
で
〉

 

・
海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館

 

・
か
わ
う
ち
ま
り
ん
び
ー
ち

 

・
黒
崎
海
岸

〈
対
象
〉高
校
生
以
上

※
４
回
す
べ
て
参
加
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

〈
定
員
〉20
名

〈
参
加
費
〉９
千
円（
ラ
イ
セ
ン
ス
料
等
）

〈
詳
し
く
は
〉

Ｎ
Ｐ
О
法
人
シ
ェ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
川
内

�

42

－

２
４
１
１
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　時間は午後７時から午後 10 時までです。また、都合により当番医が変
更になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

たなか泌尿器科クリニック
中 央 内 科 ク リ ニ ッ ク
渋 谷 胃 腸 科 内 科 医 院
田 村 胃 腸 科 内 科 医 院
千 田 医 院
中央レディスクリニック

☆　２　日（日）
☆　９　日（日）
☆ 10 日（祝）
☆ 16 日（日）
☆ 23 日（日）
☆ 30 日（日）

10 月 の 在 宅 当 番 医10 月 の 献 血 受 付 日 程

血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

� 28-2660
� 28-4550
� 22-5800
� 22-4010
� 22-2639
� 24-3151

これからの予防接種日程
=☆ 麻しん・風しん・三種混合 ☆ =

対象児 実施日

麻 し ん １　才 ～ ７才６か月未満 10月４日（火）

風 し ん １　才 ～ ７才６か月未満 10月４日（火）

三種混合 ３か月 ～ ７才６か月未満 10月25日（火）

受付
時間

佐 藤 小 児 科 ……… 14:00～17:00

ちばクリニック ……… 14:00～15:00（接種時間14:00～15:30）

菊　池　医　院 ……… 13:30～14:30

どんぐりクリニック ……… 14:00～15:30

（２００５年・第６１４号）

24日（月）

海上自衛隊　岸壁

　　　　　　造修補給所

　　　　　　総監部

10:30

13:00

15:00

～

～

～

11:45

14:30

16:30

26日（水） マエダストア苫生店駐車場 10:30～16:00

難病患者等医療相談会
　難病患者やその家族の方々の医療や日常生活での問題に、専門医、理学療法士等による相談・助言等を行ない、療養生活

における疾病等の不安の解消を図ることを目的に、次のとおり相談会を開催します。

い　つ どこで どんな 相談員

10月６日（木）

13:30～15:30

下北文化会館

第一集会室

①個別の医療・生活・保健相談

②膠原病を主体とした医療相談

医 師
看 護 師
保 健 師

10月19日（水）

13:00～15:30

下北文化会館

機能回復訓練室

①個別の医療・生活・保健相談

②神経難病を主体としたリハビリ相談

理学療法士
看 護 師
保 健 師

〈詳しくは〉

下北地方健康福祉こどもセンター保健部保健予防課　�２４－１２３１

ＢＣＧ予防接種
　母子健康手帳、すこやかブックについているＢＣＧ

予防接種予診票を持って、当日会場へお越しください。

【むつ地区】・健康推進課予防係�22-1111内線 445

実施日 受付時間 実施場所

10月 ５日（水） 12:45～13:00 下北文化会館

ポリオ予防接種
　母子健康手帳、すこやかブックについているポリオ

予防接種予診票を持って、当日会場へお越しください。

【むつ地区】・健康推進課予防係�22-1111内線 445

実施日 受付時間 実施場所

10月 ４日（火） 12:45～13:00 下北文化会館

10月11日（火） 13:15～13:30 市中央公民館

10月13日（木） 12:45～13:00 下北文化会館

10月18日（火） 13:15～13:30 下北文化会館

10月19日（水） 13:15～13:30 下北文化会館
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『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。

脇野沢地域交流センターオープン！
　『むつ市脇野沢地域交流センター』 が 10月３日（月）からオープンします。

　公民館と体育館を併設した複合施設の、むつ市脇野沢地域交流センターで利用できる施設は、アリーナ（体育館）、和室

３室、調理実習室１室、会議室１室、集会室１室です。ご利用に際しては、ご希望に添えない場合もありますので、あら

かじめ電話または申込書へ記入によるご予約をお願いいたします。

　なお、ご予約の際は減免申請することも併せてお願いいたします。

　ご利用する方は交流センター入口の教育課で、必ず申込書および減免申請許可書を提示してからご利用ください。

　また、図書の貸出は、火曜日～金曜日は午前９時～午後７時、土・日曜日および祝日は午前９時～午後５時となります。

　みなさまのご利用をお待ちしております。

〈申込先・問合先〉

脇野沢庁舎教育課　�44-2110

 【使用料】

時間区分　

　使用区分

午　前 午　後 夜　間

午前９時から
正午まで

午後１時から
午後５時まで

午後６時から
午後 10時まで

アリーナ（体育館） 平日（土曜日を除く） 8,800 円 14,300 円 21,800 円

〈入場料を徴収しない時〉土曜日および休日 12,500 円 18,000 円 23,600 円

アリーナ（体育館） 平日（土曜日を除く） 14,300 円 25,500 円 31,000 円

〈入場料を徴収する時〉土曜日および休日 18,000 円 27,300 円 36,100 円

和室１ 600 円 800 円 1,000 円

和室２ 600 円 800 円 1,000 円

和室３ 600 円 800 円 1,000 円

調理実習室 1,100 円 1,600 円 2,000 円

会議室 1,100 円 1,500 円 1,900 円

集会室 2,200 円 3,000 円 3,900 円
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